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例言

1.本書は平成 6・ 7年度に実施した大阪府道高速大阪東大阪線建設に係る西石

切工区下部工事に伴う鬼虎川遺跡第 35-2・ 3次発掘調査の結果報告である。

2.発掘調査並びに資料整理は、財団法人東大阪市文化財協会が阪神高速道路

公団の委託を受けて実施した。

3.現地調査は、平成 6年 9月 30日 より平成 7年 8月 30日 まで、資料整理は平

成 9年 4月 1日 より平成 10年 3月 31日 まで実施した。

4.調査は池崎智詞が担当した。また現地調査では、木村光宏・高松正伸・松田

繁・矢野毅・槙本義憲・金本英二らの、本書の作成にあたっては、宇田小百

合・鈴木紀恵・西村慶子・中野恵子・根来磨由美 (順不同・敬称略)らの参加

を得た。

5.本書は池崎がI～ VIとVIH章の執筆・編集を、V・ VI章を財団法人元興寺文

化財研究所が、VH章はパリノ・サーヴェイ株式会社が執筆した。
6.調査時、各ピットの基準点打設並びに断面の写真測量は株式会社かんこう

に委託して実施した。

7.本器の保存処理および樹種の鑑定については財団法人元興寺文化財研究所

に、土壌サンプルの自然科学分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に委

託して実施した。

8.出土した獣骨については、大阪市立自然史博物館の樽野博幸氏に、また出土

した貝については、大阪市立自然史博物館石井久夫氏に鑑定していただいた。

9。現地の土色および出土遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務所監

修・財団法人色彩研究所監修の「新版標準土色帖」に準拠した。

10。遺構写真と一部遺物写真は池崎が撮影した。また遺物写真はスタジオG.F.

プロに委託して撮影した。

11,本書作成に際し、大阪教育大学菅野耕三先生。大阪教育大学大学院生桑名

志保女史に御教示・協力を得た。

12.今回の調査において出土した縄文土器について、奈良大学文学部泉拓良先

生ならびに文化財協会職員藤城泰にご教示いただいた。また、PN129と
PS130のアカホヤ火山灰層前後で出土した加工痕跡のある木について、龍谷

大学岡崎晋明・同志社大学松藤和人両先生、並びに奈良県林業試験場酒井温子

女史・奈良県立橿原考古学研究所宮原晋一氏にご教示・ご助言をいただきまし

た。記して心より感謝いたします。

なおまことに残念なことに脱稿後、当文化財協会職員藤城泰が急逝いたしま

した。心よりご冥福をお祈りして本報告書を霊前に捧げたいと思います。

13,現地調査の実施にあたっては、阪神高速道路公団をはじめ、銭高 。モリタ

J.V.、 安西工業株式会社の方々にご協力頂いた。記して御礼申し上げます。
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Iは じめに

鬼虎川遺跡は生駒山の西麓に位置し、現東大阪市西石切町から弥生町付近に

かけて広がる縄文時代から近世・近代にかけての複合遺跡である。

昭和 38年大阪府道路建設計画で国道 170号線 (外環状線)がつくられるこ

とになり、工事に際して、弥生土器などが採集されたことから遺跡として周知

されるようになった。

また昭和 41年には、国道 170号線で水道管埋設工事が実施され、工事の排

土中から弥生土器と共に木棺が少年らによって採集された。当時木棺の出土は

珍しく、弥生時代墓制を考えるうえで重要な遺跡として認識された。しかし本

格的な発掘調査は、昭和 50年にガス管埋設工事に伴う第 1次調査が実施され

るまで、遺跡として周知されてから十数年を経る時間を要した。現在ではその

調査も42回を数える。 (平成 10年 2月現在 。第 1図参照)

近年大阪府の近郊の開発は、人工の増加とともに交通量の増加等輸送需要の

増大をもたらした。

高度経済成長期には、同様の問題から国道 308号線や国道 170号線、中央

環状線等の幹線道路の整備を行うことで問題の解決をはかった。しかし、昭和

46年大阪府・京都府・奈良県の県境地域の開発に伴つて、近鉄奈良線の輸送

が行き詰まりを呈した。そこで路線に沿った新線 (鉄道)の建設が答申された

ことを受け、大阪市の地下鉄中央線深江と奈良県生駒市を結ぶ鉄道が計画され

た。

また同時に新線の工事計画とあわせて長田まで来ていた阪神高速道路大阪東

大阪線を、恩智川の西岸部分まで延伸することとなった。

昭和61年には、大阪府道路公団と奈良県道路公団は大阪府中心部と奈良県

北部地域を短時間で結びかつ、近畿自動車道・阪神高速道路等と結んだ広域交

通網の整備のため都市計画が決定され、第二阪奈有料道路の建設を計画した。

阪神高速道路公団は、第二阪奈有料道路開通時に共用を開始すべく、大阪東

大阪線水走ランプから国道 170号線を渡り第二阪奈に接続する延伸工事を計

画した。

この計画は、従前の工事に伴う発掘調査で確認された遺跡包蔵地の中央部分

を通るため、阪神高速道路公団と東大阪市教育委員会との協議の結果、工事に

先行して発掘調査を行うことになった。

当初調査対象となったのは、恩智川の西岸部分から川をまたぎ、国道 170

号線と府道 308号線との交差点である「被服団地前交差点」までのあいだに

設定された橋脚7箇所であったが、用地買収や河川協議などの遅れから、交差

点から川の手前までの3箇所を先行して調査を行い、川をまたぐ4箇所につ

いては条件が整い次第調査に入るといった 2分割の調査になった。

当初契約では、7箇所一括で調査を行なう予定であったため1事業として調

査次数を35次 とした。しかし前述のような理由から調査を2分割で行なった

ため調査次数も先発を35次、今回報告の後発を枝番号を付けて 35-2・ 3と し

た。

トレンチの設置部分は国道 308号線と恩智川の交差するところを挟んで東

西南北の 4隅に各一箇所づつ、合計 4ケ所である。

以下記述の際の便宜をはかるため、4カ所のトレンチの名前を工事工程の呼

称で統一する。

恩智川の西岸部の北側PN129、 南側PS129。 また恩智川の東岸部北側PN130、

-1-



南側 PS130。 (位置図参照)

参考文献
「鬼虎川遺跡第 1～ 3次発掘調査報告」(財 )東大阪市文化財協会 1990
「水走遺跡第3次 。鬼虎川遺跡第21次発掘調査報告J(財)東大阪市文化財協会 1997
「西ノ辻遺跡第 33次発掘調査報告J(財)東大阪市文化財協会 1996

H位置と環境
鬼虎川遺跡は前述の通り東大阪市の東部、生駒山の西麓部に位置し、遺跡西

側に流れる旧吉田川の後背湿地と、生駒山西麓部を横断する鬼虎川の扇状地扇

端部に立地する。標高は4m～ 5m。 今回の調査地点は遺跡範囲の北西限部分
にあたり水走遺跡の東限に隣接する。

鬼虎川遺跡は現在までに (平成 10年 2月 )40回を超える回数の調査を行っ

てきた。なかでも国道 308号線建設に伴い遺跡推定範囲の北側を東西に横断

する調査を行ったことから、東西方向の遺跡の広がりを確認したほか、縄文時

代の海岸線を含め墓域・居住域・耕作域と意識的な集落設営を行った弥生時代

集落の一端などが断片的に明らかにされつつある。しかし、南北にも大きく広

がりを見せると思われる遺跡の範囲は、その推定範囲内を南北に縦断する調査

は行なわれていない事から、南北限が明らかになっていない。また比較的回数

を重ねる東西方向の調査についても、308号線関連。第二阪奈有料道路関連な

どの調査は、遺跡の北側部分を帯状に調査したに過ぎず面的な遺跡の広がりを

はじめとする鬼虎川遺跡の全体像を明かにするには、今後の調査に期待すると

ころが大きい。

鬼虎川遺跡の周辺には旧石器時代から近世までの遺構・遺物を検出する多く

の遺跡が分布する。

旧石器時代の遺跡としては、ナイフ型石器が採集されている千手寺山遺跡や

正興寺山遺跡、有茎尖頭器が採集された草香山遺跡、神並遺跡ではナイフ型石

器や有茎尖頭器が出土している。

縄文時代の遺跡は、前期から中期の本遺跡をはじめとして早期の神並遺跡、

中期の段上遺跡や馬場川遺跡、後期の縄手遺跡や馬場川遺跡、日下遺跡、晩期

の日下遺跡や鬼塚遺跡・水走遺跡などが分布する。

弥生時代の遺跡は、水走遺跡や西ノ辻遺跡・神並遺跡・中垣内遺跡・植附遺

跡・鬼塚遺跡・芝ケ丘遺跡・池島遺跡・貝花遺跡・船山遺跡等が分布する。

古墳時代の遺跡は、神並遺跡・植附遺跡等の集落遺跡のほか、神並古墳群や

山畑古墳群等の古墳群が分布する。

歴史時代には法通寺や河内寺等の寺院遺跡のほか神並遺跡や植附遺跡。皿池

遺跡・貝花遺跡等が分布する。
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23 次

22 次

21 次

20 次

19 次

18 次

17 次

16 次

15 次

14 次

13 次

12 次

H 次

10 次

9 次

8 次

7 次

6 次

5  歩

4 次

3 次

2 次

I 次

次 数

,く道建設に伴う調査 (57‐ 6区 )

鉄道建設に伴う調査 (石切コーポ代
替地)集合住宅に伴う調査

鉄道建設に伴う水定遣跡の,月査 (そ
の2)

鉄道建設に伴う水た遺跡の調査No9

鉄道建設に伴うョ刃査 (その3)

東大阪都市高速鉄道東大阪線建設工

事及び国道308号 線拡張工事に伴う調

査

国道308号 線擁壁工事に伴う立会い調

査

関西電力鉄塔工事に伴う調査

欽道建設工事に伴う調査 (そ の2)

東大阪市立弥生給食センター廃永処
理施設建設に伴う調査

欽道建設工事に伴う調査 (その2の
1)

鉄道建設工事に伴う調査 (そ の1)

レストラン建設工学に伴うR司査

車展示場建設に伴う調査

区画整理事業による調査

車展示場建設I事に伴う調査 (ヤ ナ
セ)

藤井病院建設工事に伴 う調査

水道管理設工事に伴う調査

水道管理設工事に伴う調査

水道管埋設工事に伴 う調査

高圧ガス導管近ム説幹線第2東部ライン

新設I事に伴う調査

高圧ガス導管近畿幹線第2東部ライン

新設工事に伴う舟司査

高圧ガス導管近畿幹線第2東部ライン

新設工事に伴う調査

事業名

西石切町5丁 目

西石切町3丁 目

水走

水走

西石切町5丁 目～7丁 目

西石切町3丁 目、5丁 目

西石切町5丁 目180、

181、 183番 地

宝町22番地先

西石切町7丁 目,91～

200番 地

弥生町 13345

西石勤町7丁 目191～

200番 地

西石切町5丁 目183～

188番 地

弥生町 1337‐ ■

西石切町7丁 目

水走

西石切町5丁 目

弥生町 1369 1370

弥生町 1359

弥生町

弥生町 1370

弥生町～西石切町5丁

目

弥生町～西石切町5「

目

祢生町～西石切町5丁

目

地 点

大阪府教育委員会

大阪府教育委員会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市教育委員会

東大阪市文化財協会

東大阪市遺跡保護調査

会

東大限市教育委員会

東大阪市遣跡保護調査

会

東大阪市遺跡保護調査

会

東大阪市遺跡保護調査

会

東大阪市教育委員会

東大阪市遺跡保護調査

東大阪市遺跡保護調査

会

東大阪市遺跡保護Я周査

会

東大阪市遺跡保護調査

会

東大阪市遺跡保護調査

東大阪市遺跡保責竜調査

会

東大阪市遺跡保護調査

会

東大阪市遺跡保護調査

会

東大阪市遺跡保護調査

会

主 体

547

309

335

335

537

1500

20

50

28

770

122

1124

25

9

54

SO

1085

68

270

32

2S6

面積m2

S58531～ 58727

S59112～ 59530

S5859～ 581216

S57614～ 58428

S5859～ 581118

S57121～ 58331

S561016～
56 11 6

S57223～ 5741C
S57422～ 430

S5671～ 561031

S561020～
56 12 19

S S6 1 10～ 5663C

S55721～
55 1220

S531212～
,31228

S53710～ 53101

S521212～
52 1224

S53117～ 53121

S5246～ 52421

S55103～ 56530

S54219～ 54328

S52920～ 5366

S51325～ 51526

S50510～ 50621

S S0 5 10～ 50621

S505,0～ 50621

期 間

,ツ」、生後期包御詈 古墳時代中期
掘立オ
=建
物 古墳時代後却掘立

桂建物 韓式上器

中世落ち込み 弥生時代中期自
夕′`流路 揮監文時代暁期～弥生時
代前期貝塚 縄文時代晩期土器

近世ノ`ス日 12c初 頭撮防 奈
良時代祭祀具

中 LLづ桐立避建物 弥生中期方形
周濡墓

弥生中期大溝 糾列 方形周湾
墓

6c末―クc初 頭羽釜

弥生中期落ち込み 大溝

近世水路 弥生中期溝

近世以降の溝 弥生中期溝 谷

弥生中期濡 方形周溝墓 上蕨
墓 木描墓

弥生中期焼土面 メノt群

俺文土碁 弥生土器

弥生時代木第〔品 5c後半～6c
朝頭製塩土器

弥生前期溝 土頻 前期ヽ中期
員塚 井戸 堀立桂建物 多2
の木製品 卸斜鶴型他

弥生土器 木製剤突具 古壌～
中世の上器

弥生前翔構 抗列
lT生 中期溝 井戸 杭群

弥■中期大溝 井戸 杭列

弥生中期溝 搭ち込み '兵濠
ルt列

弥生中期澪 落ち込み 環法
杭列

弥生中解溝 落ち込み 環漁
ル■す」

要約

神並 西ノ辻 鬼虎川遺跡発胡E調査整
碧概要II

水た遺跡第3次 鬼虎川遺跡第21次発
掘調査報告

水た遺跡第2次 鬼虎川遺跡第20次発
掘調査報告
協会ニュースv。13,Nol

鬼虎川遺跡第 1,次発掘調査報告

西ノ辻 免沈川遺跡

協会ニユースV。11,Nol

鬼虎川遺跡第二6次発掘調^iP玩 報

文化財協会年報1983年度

鬼虎川速跡その2の 2

鬼虎川違跡その2

鬼虎川江跡第12次発罪調査報告

協会ニユースV。13,No3

1980年 ,毎概報集

調査会ニユースNo 10

1980年 度概報集

調査会ニユースNo9

鬼虎川の銅鐸鋳型 鬼虎川の金掲器関
係通物

鬼虎川遺跡調査私tttI 選構編 遺物
編 木製品 l島会ニユースVo1 3、No3

鬼虎川逮跡調査概要】 選博編 逮物
編 木製品

鬼虎川逮跡調査概要I 速構編 遺物
編 木製品
調査会ニユースN。ユ112

鬼虎川】■跡調査概要I 違構編 遺物
編 木製品
考古学雑誌632
調査会ニユースNoう ,14

調査会ニユースNo3

鬼虎川遺跡第,～ 3次調査報告

調査会ニユースNo3

鬼虎川遺跡第1～ 3次調査報告

調査会ニユースドo3

鬼虎川遺跡第1～ 3次調査報告書

文 献

表 1 鬼虎川遺跡調査一覧 (その一)
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42 次

41 次

40 次

39 次

38 次

37 次

36 玖

3523次

35 次

34 次

33 次

32 次

31 次

30 次

29 次

23 次

27次

26 歩

25 次

24 次

一般国道170号 線他鬼虎川遺跡第42

次発掘調査

共同住宅建設に伴う鬼虎川遺日,Ⅲ第41

次発掘調査

東大阪市下永適建設に伴う鬼虎川遺

跡第40次発掘調査

共同住宅浄化糖埋設に伴う鬼虎川遺
跡第39次発掘調査

国道170号線被服団地前交差点立体交
差事業に伴う調査

国道170号線被服団地前交差点立体交
差事業に伴う試掘,罰査

遊戯場建設に伴 う調査

大阪府道高速大阪東大阪線建設に係
る西石切工区下部工事に伴う鬼虎川

遺跡第85‐2 3次発掘調査

大阪府道高速大阪東大阪線廷伸工事
に伴う調査

下水 管渠築造工事に伴う埋蔵文化
財の調査

第二阪奈有料道路建設に伴う,刃査

第二阪奈有料道路建設に伴う調査

上水道管布設工事に伴う調査

国道308号 1麦内共同溝建設に伴う調査

国道308号線内共同イ歯建設に伴う調査

阪神高速道路東大阪孝財、たランプ場
建設に伴う調査

阪神高速道路東大阪l財、定ランプ場
建設に伴う,弱査

鉄道建設に伴う調査 (59■区)

鉄道建設に伴う調査

欽道建設,こ伴う調査 (575区 )

西石切町5丁 目523他

西石切町5丁 目18十 二2

番地

弥生町地内

弥生町1410番地の 1

西石切町5丁 目192‐32

西石切町5丁 目5231

新 町

水走一西石切町7丁 目

西石切町7丁 目～水た

宝 町

西石切町5丁 目

西石切町5丁 目

西石切町5丁 目180

西石切町5丁 目

西石切町5丁 目

水 定

水 走

西石切町3丁 目

西石切町3丁 目～5丁 目

西石切町3丁 目

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市教育委員会

東大版市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

東大阪市文化財協会

大阪府教育委員会

東大阪市文化財協会

大阪府教育委員会

17821

143

150

30

81

535

150

1240

975

3と  19

437

360

1236

1291

697

1943

1535
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鬼虎川遺跡北部の歴史時代耕作地跡と

地Яt呼序 ‐国道170号 線被服団地前交差
点立体交差事業に伴う鬼虎州遺跡第38
次発掘調査報告

本報告書

鬼廃川逮跡第35次発掘調査報告

鬼虎川遺跡第33次発掘調査報告

西ノ辻遺跡第27次  砲虎川速跡第32次
発堀調査報告書

鬼虎川逮跡第31次発据調査報告

え虎川工跡第29、 30次発掘調査報告

鬼虎川送跡第29、 30次発塀調査報告

近 日干」行

近日刊行

神並 西ノ辻 鬼虎川逮跡発捌調査整
理概要Ⅳ

鬼虎川遺跡25次概要

神並 西ノ辻 鬼虎川遺跡発掘誠査整
理I既要111

表 1 鬼虎川遺跡調査一覧 (その二)
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IⅡ 調査の方法

恩智川の西側にある2箇所のトレンチ (P N 129・ P S 129)で は、トレン

チの中央以南と以北がそれぞれ 308号線の高架部分の下側に入り込んで設定

されていた。しかし調査前の地表面から高架部分の下端の高さが約2mしかな

く、このままではトレンチ周囲の土留め用鋼矢板の打設が不可能であるため、

高架部分での高さを確保する目的で、まず現地表面から下に1.9mまでの部分

を1次調査として素掘りで行った。1次調査終了後 トレンチの周囲を鋼矢板で

囲み 2次調査を行った。

1次調査は現地表面から約 0.5mを機械掘削し、以下 1.4mを入力による掘

削を行なった。2次調査は以下8mまで人力による掘削を行なった後、断ち割

トレンチを入力によって掘削した。

恩智川の東側にある 2箇所のトレンチ (P N 130。 P S 130)で は、共に

オープンなトレンチであることから、調査開始までに周囲を鋼矢板で囲み、現

地表面から平均約 0。7mを機拡掘削した後、以下8mまで人力による掘削を行

なった。また下層確認のため断ち割 トレンチを人力で掘削した。

工事工程の関係上、各トレンチの調査開始時期に若子の差が生じたが全体の

現場実働期間は平成 6年 9月 30日から平成 7年 8月 30日であつた。その内平

成7年 3月 13日 から平成7年 6月 6日 までの期間は4箇所同時並行で調査を行っ

た。

なお今回の調査では、調査期間が工事工程の関係上厳しく限定されていたた

め、調査の敏速化を主眼とした調査工程を設計した結果、通常人の手に因つて

いた部分の機械化以外に工程を縮める方法はないとの結論に達し、今回の調査

で一番時間がかかる断面実測について、写真測量を行ない調査工程短縮を計る
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ことで、原因者の理解・協力を得ることになった。

また実際の調査では調査地の地盤が非常に脆く、高く断面を残すことが安全

上不可能であり、調査工程。工事工程の観点だけでなく、安全面の確保といつ

た基本的な部分からも、断面写真測量のもたらすメリットに期待がかかつた。

しかし、調査途中で現場の状況や、工事工程の状況など全く意に介さない市教

育委員会文化財課の指導により、予定の回数を大幅に減らしたため、期間的に

も大きなロスを生じた。

調査成果においても、一つの断面における連続性を追えず、不完全な記載に

終わった事は非常に残念である。

このような状況の中」.V.を はじめとした調査に協力いただいた皆さんの努

力で、無事事故もなく調査終了出来たことに改めて感謝の意を表したい。

当時の事務局体制をここにしめす。

東大阪市文化財協会 理事長  清水 行雄 (市長 )
常務理事 西脇 実  (専任 故人)
事務局長 杉山 浩三 (東大阪市教育委員会文化財課課長代理)
庶務部長 杉山 浩三 (東大阪市教育委員会文化財課課長代理)
調査部長 芋本 隆裕 (東大阪市教育委員会文化財課主査)
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Ａ
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0                                  20m

第 3図 調査 トレンチ図
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第 4図 PN129東壁断面図
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Ⅳ 調査の成果

PN129
PN129は国道 308号線の北側で恩智川の西側に位置するトレンチで、
18.8m× 8,5mの規模である。

このトレンチは前述した通り、工事行程の関係上 1次 。2次の2回に分けて

調査を行なった。また、トレンチ北西部に設置する作業用重機の進入路として

のスロープ部分も、最深部が調査必要範囲にかかるため、2次調査前と2次調

査終了後に調査を行なった。

1次調査では掘削深度に1.9mと制限があったため、下部調査の養生部分を

考慮し平面では 1,7mに側溝部分で 1,9mの掘削を行った。
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第 5図 PN129南壁断面図

53 5G4イ ,'査 繰灰こ極細,フ ～ンルト (敏
'し
た貝

'▲
に含む)

57 5GY4′ 11彗オリーブ仄色シル ト～始■ (植物遺l本 政FIし た貝少二合む)

71 2 5GY3′ i壁 オリープ灰色砂泥猫■ (荒 ,′ 入る 真混る)

,7 7 SGY5′ 1緑灰0シ ル ト質!占土 (雲母 植物遺l本入る)
SGY41i「 歯オリーフ灰色細砂撮シルト質1占土 (植物遺体多く 4口 ,′ ブロック入心)

7 5GY3イ
'1音

綜灰色I占質シルト (植物遺体者千入る)

1次調査は、現地表面から0.8mの撹乱部分を機械で掘削し、後の0.9mを

人力で掘削した。また2次調査は開始から終了まで全工程人力で行った。

層序

トレンチ中央部分に叩 埋設管が横断しており、埋設管近辺は撹乱が著し

い。堆積土層も全体を通じて不安定な状態であり、断面観察用のアゼは崩落を

繰り返した。

断面図に欠損部分が多いのは、断面精査後断面図作成までの間に崩壊し図面

作成が不可能であったからである。

今回他のトレンチは全て西壁を基本として断面図作成及び、説明を加えてい



るが、このトレンチについては前述の通り断面の崩壊が著しく、掘削開始から

調査終了まで連続した断面調査が出来なかったために東壁を基本として記述し

て行く。

1～ 3層は近代～現代の耕作土層である。

4～ 7。 13～ 16層は灰色～緑灰色の砂～粘土層で近世の耕作面である。

8層はオリーブ黄色のシル ト層で遺構のベースである。スラッグを多く出土

した。

9層は暗オリーブ灰色粘土混粗粒砂である。

10層は暗オリーブ灰色の極細砂である。下層との層界に人間の踏み込み等

遺構が顕著である。

11・ 12層はオリーブ灰色～緑灰色の粘土で 10層遺構のベースである。11

層は上半部に植物遺体が多く含まれる。中でも19層までの間はハスの実が層

中に多量に入る。

17。 18層は地震による変形構造が顕著な層である。17層はオリーブ灰色シ

ル ト質粘土層で植物遺体を多くふくむ。18層は暗緑灰色粘土層である。各層

上下に接する層界部分に地震による変形構造 (フ レーム構造・フィッシャー

等)[松田 1996・ 1997]が顕著である。 トレンチ南端部では 18層の下面で 19
層を切り込み土墳が掘り込まれる。

19層は灰色粘土である。カルシウムを層中に含む。落ち込みの埋土 (20層

～22層)を削った後堆積、18層 との層界には地震の影響を顕著に受けるが下

層には影響は見られない。

20～ 22層は緑灰色～灰白色の細砂～シル ト層である。19層に削平を受け

ているが、落ち込みの埋土である。

23層はオリーブ灰色の粘土層で落ち込みのベースである。

30層は暗緑灰色の粘土層である。31層 を削平した後堆積する。31層及び

24層との層界部分に地震による変形構造が顕著である。

31層は暗オリーブ灰色の粘土層である。上部は削平を受ける。地震による

影響 (フ ィッシャー・フレーム構造)を顕著に受ける。
24～ 26層は暗オリーブ灰色～オリーブ黒色の粘土で植物遺体を多く含む。

トレンチ北部 1/3の部分に正断層が見られ、層全体が南方向に傾斜している。

27層は黒色の粘土層で植物遺体を多く含む。層上部には断層の影響が見ら

れるが、層下部には影響は見られない。28層 との層界部分には生痕や地震に

よる変形構造が見られる。この層以上から淡水域となる。

28・ 33・ 34層は暗オリーブ灰色～灰オリーブ色の粘土～シル ト質粘土層で

植物遺体が多く入る。

35～68層 はオリーブ色～緑灰色系の極細砂～シル ト～粘土層で干潟の堆積

層である。47層以下に生痕が顕著であり、55層以下には貝化石が完形ないし

破砕した状況で出土する。

69層は火山灰を含む堆積層である。層中に含まれる火山灰は鑑定の結果、

九州南部鬼界カルデラから約6300年前に噴出・堆積したアカホヤ火山灰と比

定された。

70層は暗オリーブ灰色の粘土層である。生痕が多く、貝化石多くはいる。

72層 はオリーブ黒色中粒砂～荒砂層である。3mmの礫を含む。
73層は黒褐色の粘質シル ト層で植物遺体の多量に入る腐食土層である。生

痕が多く72層 の堆積層が入る。この層中から加工痕跡のある木が出土し、C14
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年代測定を行なった結果、18000年前のものであると言う年代が測定された。

73層から以下は沖積基底礫層に相当する堆積層である。

遺構 と遺物

8層の上面で地震による変形構造と耕作面を検出した。地震や耕作活動に

よって撹拌が著しいが古い順から整理すると、最も古くは6層堆積後地震を受

け7層 と8層の上面にその痕跡を残した。次いで、6層を削平して耕作活動を

行ない踏み込み等を7層 と8層に残した後 5層が堆積した。その後 16層 と5

層を削って耕作活動を行なった事がわかる。

層中に最低2回の地震があつたことがわかるが、その時期については、9層

と10層の層界部分に地震による変形構造が見られ、10層中から15世紀以降

と考えられる瓦器の火舎が出土することから、9層に変形構造を与えた地震を

1596年の慶長元年の地震に比定すると、6層に変形構造を与えた地震はそれ

以降であり、出土遺物等から寛文二年 (1662)の地震に比定できる。

11層から18層 にも地震による変形構造が見られる。11層中より13世紀後

半から14世紀に比定出来る瓦器椀等遺物が出土している。また、上述したと

おり、10層 に15世紀以降の年代が与えられることから、13世紀後半から15

世紀までの間に起こった地震によるものと考えられる。この時期には正平 16

年 (1861)6月 24日摂津四天王寺の金堂が転倒した、規模M81/4～ 8.5と推

定される地震があり、規模的に見てもこの地震と考えられる。

19層が埋土として乗っているが、トレンチの中央北寄りの部分で東西方向

に広がる落ち込みを検出した。

落ち込みの起源は、約0,4m下層にある断層と考えられる。落ち込みには当

初細砂～粗粒砂が堆積していたが、19層堆積以前に削平されたようである。

ベースの30層から12世紀の特徴を持つ土師器の皿が出土していることや、上

層に 14世紀中頃の地震跡が見られることから、この落ち込みは 13世紀頃に

比定できる。

トレンチ南側では方形の土墳を2基検出した。

土墳Iは一辺約 3.25m(推定復元)の方形を呈し、深さは 0.8m。 最低 1回

掘り直しが行なわれている。遺構の南東部及び南部がトレンチの外に広がって

いることから本来の規模は不明である。

x=-146,683.0
N玉

Y=-33,390.5

5m0

混
‐
‐
一
１
１
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第 6図  PN129遺構平面図



46

土墳 Hは一辺約 3.25mの方形 (?)を呈し、深さは0.4m以上。遺構の東
部が トレンチの外に広がるため本来の規模は不明である。土墳 I・ 土墳 H共に

遺物は全く出土しなかった。また埋土は常に滞水下状態で堆積しており、掘り

直しが行われていることから、水を溜める施設と考えられる。

遺物の出土がないため確実な時期は押さえがたいが、層序対比からおおよそ

トレンチ中央部分で検出した落ち込みと同じ時期と考えられる。

顕著な遺構は以上であるが、下位の堆積層に最低2回の地震の痕跡が確認で

きた。

30層 と31層の層界部分に著しい地震の痕跡 (フ レーム構造やフィッシャー

等)が見られた。27層 と28層の層界部分にも地震の痕跡が認められる。

今回の調査においては、地震痕跡のある堆積層の上下で、出土遺物が少な

く、各地震の時期決定を困難にしているが、他のトレンチや周辺の調査成果等

から31層は弥生時代後期～古墳時代に堆積した層に相当することから、古墳

時代に起こった地震、また同様に32層 は縄文時代晩期～弥生時代前期の堆積

層の相当することから、弥生時代前期の地震と言える。

遺物 (第 7図 46・ 48～ 50、 第 8図 105～ ■ 1)

土器

このトレンチから出土した遺物は、陶磁器・瓦・瓦器・土師器・須恵器・弥

生土器・石器・木器等がある。しかし、図化可能な土器は少ない。

土師器皿46,48は同じ層位で出土した。出土層位はトレンチ中央やや北よ

りの部分で北から南に向かって傾斜している落ち込み状の窪みに堆積した灰色

粘土層 19層である。

土師器皿50・須恵器杯身49は上述の落ち込みベース30層上層より出土した。

木質遺物

105は部材である。木口両端は欠損している。11.5*・ 2,2・ 1,7を測る。生

きた面を残す部分に釘の痕跡が見えるが貫通はしていない。割材を使用。4層

(南壁断面)出土
106は桶の側板である。15,0・ 7.3・ 1.1を沢Iる。外面下端と上部1/8の部分に

タガの痕跡が明瞭である。また内面下端1/4の部分には桶底の当たり部分に削

りを施す。10層出土

107は板材である。8.3*・ 7,3*。 1.0を測る。両方の端部は折れにより欠損

している。また側面の一方も割れによって欠損している。30層出土

108は曲げ物の底板である。全体の 1/2は割れにより欠損している。直径

11.8厚 さ0,9を測る。木釘等の使用は認められない。30層出土

109は有頭棒である。51,0*・ 3.7を 測る。頭部は節部分を利用し歪ながら

ベレー帽状に削り出す。頭部の基部は両面から方形の穴を穿つ。出土時にはこ

の穿たれた穴に、割材を利用した中子 (?)状の木片が入った状態であった。

頭部の基部からほぼ中央部分の円周部は半分は自然面を残し、半分は削ってい

る。また下端部は断面精円形になるように円周部全周に削りが施されている。

材質はサカキである。27層出土

110は加工痕の残る材である。82.8*・ 8,1・ 4.9を測る。全体に腐食が進行し

ている。みかん割材で樹皮側に面を取る。両木口部分は欠損している。木日か

ら1/3の部分に切断途中の痕跡が見られる。工具は木の痕跡から2.4cm以上

0

48

10cm

50

49

第7図 PN129出土遺物実測図 (上器)
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第 8図 PN129出 土遺物実測図 (本質遺物)
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の刃部幅を持ち、刃部先端の厚みが 0.2cmと あまり鋭利でない工具が想定さ

れる。36層出土

1■は加工痕の残る木である。断ち割リトレンチ最下層の腐食土層より出土

した。出土の際大きすぎたため加工痕跡の残る部分だけ取り上げた。62.4*・

17・ 10.5を測る。枝分かれの基部に工具の痕跡が明瞭に残る。工具の幅は1.5cm

を測る。他の部分については樹皮や節・枝は落とされているもののほぼ自然面

を残している。材質はトネリコ属モクセイ科で、C14年代測定の結果約 18000

年前のものであることが判明した。73層出土

参考文献 「可ヒ島遺跡の耕作地跡と古環境―寝屋川南部流域植附ポンプ場土木工事に伴う北島遺跡
第 1次発掘調査報告一」 松田順一郎 (財)東大阪市文化財協会 1996
「鬼虎川遺跡北部の歴史時代耕作地跡と地震層序一国道 170号線被服団地前交差点立

体交差事業に伴う鬼虎川遺跡第38次発掘調査報告―」 松田順一郎 (財)東大阪市文

化財協会  1997
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PS129
PS129は恩智川の西岸で府道 308号線の南側に位置するトレンチで 18.5m

×8.6mの規模である。

このトレンチは北半部が高架道路の下に入り込んでいるため、1次
。2次の

2回に分けて調査を行なった。また作業用重機進入路としてスロープ部分も同

様に調査を行なった。

調査の方法もPN129同様で 1次調査の掘削深度に限定があり (GL-1,9■)

養生部分を含めて平面では 1,7mに 、側溝部分で 1,9mの掘削を行なった。

1次調査は現地表面から0,8mを機械により掘削を行ない、残る0,9mを人

力によって掘削を行なった。

2次調査では、現地表面-1.9m～ -12m(断ち割トレンチ最深部)まで全て

人力による掘削を行なった。

層序

トレンチ中央部分にNttR南側に水道管等地下埋設物が多く上層部分はか

なり撹乱を受けていた。

31層は灰色粗砂混粘土層である。炭を含み、現代の耕作土層である。

1・ 2・ 26～ 28層 は灰色～灰オリーブ色の砂混粘土層である。鉄分やマンガ

ンが多く含まれ、近世～近代水田耕作土層である。26層内から明治 10年

(1877年)の 1銭銅貨が出土している。

18～ 21・ 23・ 35・ 61～ 65層はオリーブ灰色～暗緑灰色のシルト～粘土層

で落ち込みの埋土である。なかでも 18層～ 20層は地震による変形を受けて

いる。

39層は灰白色の細砂層である。1次調査のトレンチ内では北 1/3部に広が

りを見せ南部には認められなかった。しかしスロープ部分の調査時に続きを検

出しスロープ部分ほぼ全域 (南部 1/4部分は除く)に広がりを確認した。そ

の結果南西～北東に向かって広がる堆積層であることがわかった。この砂層直

下には地震による変形構造 (ロード構造)が顕著である。

44～ 51・ 56層は溝Ⅳの埋土である。南壁では東の肩を確認できたが、西

壁は縦断面のため西の肩部はみられない。

52層は青灰色粗砂～細砂層である。直下には、人間の踏み込みや鋤跡が多

数検出された。12世紀中頃の特徴を持った瓦器椀が出土。

67・ 68層は黒色の粗砂を多く含む粘土層である。弥生時代後期の遺物を多

く含む層で、地震による変形構造が顕著である。

69～ 72・ 74・ 77～ 81・ 84・ 85層はオリーブ灰色～灰色の極細砂～荒砂層

で、弥生時代中期の河道埋土である。

91～ 93・ 95～99層 は暗オリーブ灰色から暗緑灰色砂混シル トから粘土層で

落ち込みの埋土である。弥生時代前期の遺物を多く含む。

94・ 101～ 128層 までは暗オリーブ灰色～灰色～暗緑灰色の粘質シル ト層

～粘土層で千潟の堆積層である。110層以下には貝化石が入つてくる。

129層 は火山灰堆積層である。堆積している火山灰は、PN129の 69層 と同

様鬼界カルデラが給源のアカホヤ火山灰であることが鑑定の結果判明した。

132・ 133層は、灰色の砂混シルト層である。

134層はオリーブ黒色シル ト混荒砂である。生痕が顕著である。

135～ 138層は黒色～黄灰色のシル ト層で、植物遺体が多量に入る腐食土

-15-
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第 9図 PS129南壁断面図
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第 10図 PS129西壁断面図
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第 11図 PS129北部近世落ち込み平面図

遺構と遺物

1次調査検出の遺構

1次調査ではまず多数の踏み込みと共に地震による変形構造が顕著な面を検

出した。遺構はトレンチ全面に人間や動物の踏み込みのほか、地震に伴う変形

構造の一つであるボールアンドピローを初めとしたロード構造を検出した。埋

土には鉄分やマンガン等が多く含まれる事から、堆積当時水位の変動があった

と推定され、検出した踏み込みは水田耕作に伴うものと考えられる。

出土した遺物は少なく図化可能なものはないために比定する時期の不確定さ

は否めないが、第 1面は近世～現代に、それにより堆積層に痕跡を残した地震

は、安政元年 6月 15日 (1854年 7月 9日 )の「伊賀上野地震」もしくは 1854

年 12月 24日 の「安政南海大地震」と考えられる。

39層の下面に見られる地震の痕跡は、上層から18世紀の遺物が出土してお

り、下限を 18世紀とする地震が考えられる。18世紀直前では 1662年 (寛文
二年)の巨大な地震が知られていることから、この地震に比定したい。

次にトレンチ南東部分の側溝で中世の遺物を包含した流路を検出した。残念

なことに、この流路は側溝内での検出のため、平面の広がりや深さ等詳細は確

認出来なかった。詳細の検討については2次調査に期待したが、旧流路跡とい

う堆積地盤の弱さから、連壁打設等2次調査に入るまでの準備工の際に、完全

に断面ともども撹乱されてしまい詳細把握にはいたらなかった。しかし側溝内

という限られた調査範囲ではあつたが、瓦器椀や土師器皿の他にウマの頭骨や

肋骨・胸骨、ウシの肩甲骨や大腿骨のほか、スッポンの背甲などの動物遺体を

多数検出した。

獣骨検出時にプランとして埋土の違いは見られず、骨それぞれの出土地点が

点在しており、各動物ごとのまとまりが見られなかった事等から、これらの骨

が出土地点に埋葬されたものではないことは明らかであった。

出土した獣骨には解体痕跡はみられない。出土状況と鑑みてもこれらの動物

が食用に供されたかどうかの判断は困難である。ただ、分散して出土した点や

スッポンと共伴した点においては考慮の価値がある。今後中世の家畜観等とも

考え合わせて見ていきたい。流路の時期は出土遺物から13世紀後半におくこ

とが出来る。

またトレンチ北部の断面では落ち込みが確認されたが、平面

での確認は南部の流路同様出来なかった。ただし、2次調査で

はこの落ち込みの下半部について平面で確認した。

この落ち込みの埋土には、層序の項で述べた通り地震による

変形構造が顕著である。直上層に寛文2年 (1662年)の地震跡

があり、後述する正平 16年 (1361年 )の地震跡の残る堆積層

を切り込んで堆積している事等から、20層の堆積時期は 15世

紀から17世紀前半の間に比定される。その期間に起こった大き

な地震は1510年 (永正7年)の地震もしくは、1596年 (慶長元

年)の地震と考えられる。

2次調査検出の遺構

2次調査では、多数の動物や人間の踏み込みや地震の痕跡、溝
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や落ち込み下部、自然河道などの遺構を検出した。

溝Ⅳ はトレンチ南西隅から北東方向を向く溝で、幅 5m以上長さ6m以上

の規模が推定される。溝の上部大半は2次調査に入る以前に行なった準備工事

(連壁打設工事)によって撹乱をうけたため、断面では明瞭に確認できたが、

平面で溝の形状を確認できたのは最下部のみであつた。また断面から溝Ⅳ の

埋上である46層に地震の痕跡が見られるが、この部分についても平面による

確認はほとんど出来なかった。

平面で検出した溝Ⅳ の底部分は、溝掘削時の鋤跡が連続したものである。

52層 の砂層に達している事から52層直下の踏み込み面と同一の面からの検出

となった。溝は西肩部分がトレンチの西方に広がるため全体の規模は把握でき

ない。

溝内から13世紀後半から14世紀の特徴を持つ遺物が出土していることか

ら14世紀以降に埋没した事がわかる。

埋土中46層 に変形をもたらした地震は、溝埋上の堆積時期から1361年 (正

平 16年)の ものと考えられる。
52層直下からは、トレンチ西半部から中央への落ち込みと、人間や動物の

第 14図 PS129

弥生時代後期遺構平面図
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踏み込みを多数検出した。(第 13図)時期は出土遺物より12世紀中頃と考え

られる。

TP± Om付近に堆積する黒色粘±67層 は部分的に粗粒砂が混るが トレンチ

のほぼ全域に堆積し、多くの遺物を出土した。

この粘土層の下面にはトレンチ東よりに南北方向の落ち込みとピットなどを

検出した。ピットはトレンチ南西部より検出した。ピットはすべて浅くこの面

から掘り込まれたものではなく、上部からの残骸であると思われる。ピットか

ら出土した遺物は全くない。

67層より出土した遺物は高不や蛸壺形土器、壺等弥生時代後期の特徴を有

する土器の他、台石等も出土した。

67層 の上下層界にはフィッシャーやフレーム構造など顕著な地震による変

形構造がみられる。この地震は出土遺物や堆積環境などから古墳時代前半のも

のと考えられる。

67層の下層から幅 7m以上、長さ16m以上、深さ1.8m以上でトレンチを

北西から南東に縦断する旧河道を検出した。

この河道は埋土の状況から、大きく3回の流向の変化が認められる。最下層

の河道底部分には、前期末～中期の遺物が貼り付いて出土した。多くないが埋

土中から出土した遺物は弥生時代中期 (II～ IV様式)の特徴を有する土器や

木質遺物等がある。また河道上層には上述したように弥生時代後期の包含層が

あることからこの河道は、中期 (Ⅳ 様式)に埋没した河道といえる。

トレンチの西部に隣接する調査 (鬼虎川遺跡第 27次 。28次調査)でも続き

と考えられる同時期の河道を検出している。しかしトレンチの東に隣接する調

査 (鬼虎川遺跡第 20次調査)では、この河道の続きと考えられる同時期の河

道は検出されていないことから、河道は今回の調査地から北西から南東へ延び

るものと思われる。

河道直下に河道と同じ方向で幅 7m以上、深さ lm以上、長さ16m以上規

模の落ち込みを検出した。埋土からは弥生時代前期の土器や骨角器・木質遺物

など多くの遺物を出土した。上層の旧河道は、この落ち込みの凹みに影響をう

け形成されたものであろう。

上述の西に隣接したトレンチからは、続きと思われる落ち込みも検出されて

おり、そこでは落ち込みのベース面に弥生時代前期と縄文時代晩期の遺物が供

伴する貝塚を検出している。

トレンチの北端部では他のトレンチで検出している弥生時代前期から縄文時

代晩期の黒色粘土層を検出し、他のトレンチ同様地震の影響を受けている事が

わかった。地震の時メ羽も周辺の成果同様、弥生時代前期以降と思われる。

遺物 (第 12図・第 16図～第 21図 )

土器

このトレンチは弥生時代中期を中心に縄文時代中期末から近世にかけて多く

の遺物が出土した。詳細は観察表に譲るが、主要な遺物について記述する。

瓦器は和泉型椀で外面指押さえの後、体部下半に磨きが及ぶ41と、大和型

椀で外面指押さえの後、磨きが日縁部外面に留まり体部には見られない42お

よび小皿 43がある。

土師器は「て」の字の回縁を持つ47、 平底で底郡と口縁部の境に段を有し、

日縁部は緩く外反してたちあがる 44・ 45がある。
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出土遺物実測図 (土器 )
土師器は瓦器と共に、1次調査時にトレンチ南東隅で獣骨を検出した流路内か

ら出土した。

2・ 3は蛸壺型土器である。体部には左上がりのタタキが施される。和泉地
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方で出土を見るが、東大阪市域では稀である。胎土から和泉地方からの搬入品

と考えられる。流路直上の弥生時代後期黒色粘土層より出土。

この土器用途に非常に興味が湧くが、今回2点の出土では結論はでない。類

例も瓜生堂遺跡で[瓜生堂遺跡調査会1981]1点 の出土を見るだけであるため、

今後の出土例の増加を待ちたい。

6は短頸壷である。外面磨滅が顕著であるが、全面にミガキを施す。底部に、

第 17図 PS129

出土遺物実測図 (土器)
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出土遺物実測図 (本質遺物 )
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平行な 5条の圧痕が見られる。この層は 11や 14等古手の遺物の出土も見る

が、V様式の遺物が出土することから、V様式以降の包含層であるといえる。

8・ 14・ 16～ 18は流路内から出土した遺物である。簾状文と円形浮文を施

した袋状日縁を持つ壺 16。 日縁はほぼ水平に外反し、内外面共にハケメ調整

を施す中型甕 18。 古手 14な ども入るがⅣ様式が主であり、V様式以降の遺

物は入らない。

5。 12・ 13・ 19～ 28,30～ 32は流路底部分ないしは流路ベース層より出

土した遺物である。流路底部分から出土のため、底部平底で外面に丹念な磨き

を施し、内面にハケメを施したⅣ様式の特徴を持つ壺の底部 5・ 25。 28等が

古い様式の土器に混じって出土した。

他に頸部にキザミを入れた凸帯を5条持つ壺 21や、脚部に透かし (形状不

明)を持ち脚部と邦部の接点から把手が付く高杯 30、 緩やかに外反する短い

口縁の端部にキザミを持ち、頸部に6条の沈線を持つ甕 23な どI～ H様式の

遺物が多い。流路堆積時にベースの落ち込みを削った結果と思われる。

29。 33～ 40は流路下層の落ち込み埋土からの出土遺物である。

体部屈曲部に6条の沈線を持つ壷 35や端部肉厚で大きく外反し、内面ハケメ

で調整、外面をヘラミガキする日縁を持つ壺 36、 緩やかに短く外反し端部に

キザミを有する日縁端部を持ち、頸部に4条の沈線を有する甕 37。 Iの新段階

からH様式の時期に比定出来る。

67・ 68は千潟堆積層直上層出土の縄文土器である。

67・ 68は 1個イ本と思われるが、深鉢の同部下半である。LR縄文を縦ころが

しの後沈線を施す。中期末
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木質遺物

今回の調査では縄文時代中期ごろから近世にいたるまでの多くの木質遺物を

出土した。ここでは原形を留めるもの、もしくは加工痕『ヤ亦の顕著なものについ

て図化・解説した。 (サイズの記述は「*」 がついているものは残存のサイズ

を示す。値はcm)

69は板材である。残存サイズは 7.4・ 20*・ 0.4を 測る。木日の一方は欠損

しているが、残存している側には一ヶ所木釘の痕跡がある。44層出土

70は板材である。12.2・ 2,8*・ 1.2を測る。全体のほとんどを欠損してい

る。44層出土

71は板材である。欠損が著しいが残存で 17*・ 2.5*・ 0,35を測る。短辺の

残存端部は斜めに切断されていることから、曲物の底板であろう。45層 出土

72は曲物の側板である。残存サイズは 14ネ・4.8・ 0.4を測る。内側に約 0.7

～ 0,9cmの 間隔でケビキ (切 り込み)を上下方向にまっすぐいれる。下端部

より約0,7cm上方に木釘の痕跡がある。木釘の間隔にあまり規則性は見られ

ない。 (2～ 4cm間隔)サイズから柄杓の側板と思われる。46層出土

73はツチノコである。出土時より乾燥して収縮した形跡を有していた。長

軸方向に剥離欠損が見られる。サイズは 15。 5・ 5.5(太いところ)を測る。括れ

部分に紐擦れの跡が見られる。磨滅著しく、実際よりやや収縮しているため細

部については不明。51層出土

74は挽物の椀である。材質はケヤキ。半分は欠損しているが復元サイズは

日径 15,4*器高5,8底径8.0を測る。漆等は塗布されていない。内外面は丁寧

に仕上げられているが、底部外面の仕上げはやや繁雑で、軸櫨の爪跡が若千残

る。53層出土

75は有頭棒である。完形で出土した。9,8・ 1.2・ 1.0を測る。割材を使

用し、全周を面取する。両方の端部にホゾ状の切り込みを削り出す。他の物に

取りついて使用される部材の一部と思われるが、これ単独での用途は不明であ

る。66層出土

76は加工痕のある割材である。29,0*・ 12.0・ 5.8を測る。両方の木日は面

取が施される。表裏を意識して作られており、その形状から平滑面と舟部の削

り出しと考えられる。工具の幅は痕跡から約 1.7cmと約2.5cmの 2種類ある。

平鍬の未製品と思われる。75層 出土

77はホゾ穴のある部材である。65,4*・ 9.4・ 2.8を測る。材質はクスノキ。

木日面は欠損しているが、幅はおおよその部分で残存している。長辺の端部は

隅丸に仕上げている。ホゾ穴は残存部分のほぼ中央部分と約13cm(穴の芯芯

間)離れたところの 2箇所あけられている。大きい穴は上端で 5cm四方、下

端で2.5× 3.8cmを 測る。小さい穴は上端で2.5× 2,7cm、 下端で2,0× 1,7cm

を測る。ホゾ穴は両側から開けられている。また穴の周囲が未調整である。用

途は不明である。82層出土

78は棒状木製品である。残存サイズは56*・ 2.4以上を測る。木日の一方は

先細に面をとる。端面のみならず、体部にも削りを入れる。82層 出土

79・ 80は板状木製品である。残存サイズは79は 14.6*・ 3.8*・ 0。 8を測る。

80は 10,5*。 2.3*・ 1.2を狽1る。共に板材の断片である。腐食が進んでいるが

両方共に丁寧な作りである。71層出土

81は加工痕を残す材である。残存サイズは9,7*・ 7.8・ 3.8を測る。丸太を

半栽し、半栽した面は平滑に整える。木日は一方を斜めに落とし工具の痕跡を
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明瞭に残す。斜めに切り出した際、平坦部を作り出す。工具の痕跡から約2cm
の工具幅が確認される。もう一方は先細に面を取る。この木日の形状から杭か

らの転用が想定できる。先端よリー部分炭化あり。79層 出土

82・ 83は板材である。82は 7.2・ 6.5・ 1.1を測る。両方の木日は斜めに切

断面取りがなされている。側面は一方が面を持つ。工具幅は痕跡から2.8cm

で刃部のかなり薄い工具が想定できる。大きな板材からの転用と考えられ、未

製品ではあるが現状で完形であろう。83は 18,0*。 4.5。 1.5を測る。先端を

削り尖らす。側面の一方は面を取り、全体にいびつな板状を呈する。先端の形

状から矢板および杭の可能性を考えたい。側面一部炭化部分が認められ、火を

受けた形跡がある。79層出土

84は加工途中の木材である。54.6・ 5,6・ 3.6を測る。みかん割した材の木

日の一方は斜めに切断してあり、もう一方は面を取ってある。外側に樹皮が一

部残っている。割取った面は、バリや節の部分を削り取ってある。79層出土

85は棒状木製品である。途中部分は欠損しているが残存サイズは 37,9*・

1.4測る。一方の先端は欠損している、もう一方も先端部分は欠損しているも

のの、片側から偏平なヘラ状に削り出されている。棒のほぼ中央部分には木口

から木日にむかって断面V字の切り込みがある。79層出土
86は板状木製品である。19,0・ 4.5,0,9を測る。片側の側面から木口にか

けて斜めに切断し、先端を尖らせている。片側の木日は表裏両側から削られ、

丸く整形している。平面は平滑に仕上げている。79層出土

87は加工痕のある木である。全体に磨滅が進み原形をほとんど止めていな

いが、16.6*・ 10,8*。 3.3を測る。木日の一方は欠損している。残存している

木日は芯に向かって両側から削られ丸く整形されている。工具痕から木日の一

部にかけて炭化がみられる。79層 出土

88は不整円形の木製品である。11.8。 14.5(推定復元)・ 2.3を測る。全体

に炭化しており、加工痕の残る部分は炭化によるひび害↓れが少ないことから、

加工のため全体を炭化させたものと考えられる。欠損部分が多く原形を推測し

難いが、ほぼ中央部分に方形の穿孔らしき痕跡がみとめられる。79層出土

89は板材の未製品である。14.0*・ 7.0,1,3を 測る。両方の木口は折れて

いるが、側面は面を取っている。割取りの際生じた山の部分をハツリながら平

滑に仕上げる意図がみえる。木回断面に残る工具痕跡から工具幅は約1.5cmを

測る。79層出土

90は木製楔である。17.3・ 3.6・ 2.7を 測る。断面不整な長方形の角柱、両

短辺面下方からほぼ 1/2の部分より木芯に向かって先細に削っている。頭部

は四方より山形に面取がなされ、工具の痕跡を留める。頭頂部は丸くつぶれて

いる。また下端先端部は欠損している。79層出土

91は刺突具である。残存サイズは 8,0*・ 0.81・ 0,72を測る。先端および基

部は欠損している。全面を断面楕円形に削る。弥生時代中期流路東岸底 34層

(南壁断面)出土
92は板状木製品である。7,9*。 2.8・ 0,85を沢1る。木回の一端は欠損してい

る。樹皮側および側面は面を取っているが、木の芯側は未調整である。木取は

柾目取である。弥生時代中期流路東岸底 34層 (南壁断面)出土

93は板材である。残存サイズは 12.9*・ 8.2・ 1.9を測る。両方の木回は欠

損している。弥生時代中期流路東岸底 34層 (南壁断面)出土
94は智型の部材である。18.3*。 1.66。 1,0を決1る。断面長方形の材を木日
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面に向い両方の短辺側から削る。削り出された先端は鋭利である。もう一方の

木日は欠損している。欠損部よりやや下方に浅い削り込みがあり、他の部材と

のあたりが想定される。弥生時代中期流路東岸底 34層 (南壁断面)出土

95は加工痕のある材である。全体的に磨滅は著しい。17.3*・ 5,3・ 4.3を

測る。長軸に沿って割り裂かれており、本来の材幅はこの倍あったものと思わ

れる。木回の一方はえぐりを入れ凹める。凹みの表面には0,7cmの幅を測る

整状工具の跡が残る。もう一方の木日は先細に削る。先端の形状からもともと

は杭であったものの転用が考えられる。98層出土

96は使用痕のある材である。21.6*・ 9,1・ 5,6を測る。緩やかに湾曲した

丸太をみかん割りに裂いたものである。木日の一方は折れて欠損している。も

う一方の木日は焼け焦げている。焼けた木口側で、湾曲した部分に紐状の緊縛

痕が明瞭に残る。割り裂いた内側には2.2cm幅の工具痕跡が残る。98層 出土

97は丸棒である。両木日とも折れに因る欠損のため残存部分は小さく

11.0*。 3.15を 測る。木日の一方は焼け焦げている。土器30と共伴出土。99層

出土

98は工具痕の残る板である。10.0*・ 6.4。 1.4を測る。側面は丸く角を落

としている。両方の木日は不定型に切断している。切断面が整っていることか

ら意図的に切断されたものと思われる。表面には面に垂直に附けられた刃幅

3.3cmの 工具痕跡が明瞭に残されている。98層出土

99は加工痕の残る材である。29,4*・ 8,9。 4.4を測る。虫や腐食が著しい

が、割裂き面に明瞭な工具の痕跡が認められる。刃部幅 2.9cmの工具によっ

て平滑に削っている。40層 (南壁断面)出土
100は矢板である。30.4* 6.4*。 2.8を測る。側面の一方に割裂きが認め

られることから本来幅の一部は欠損している。一方の木日は先細に削られてい

る。もう一方の木日は折れによって欠損している。割裂き面や木日の端面に残

る工具の痕跡から0,8cmの楔状の工具が割裂きに際して利用されたと思われ

る。40層 (南壁断面)出土
101は魚形木製品である。11.8・ 1,7・ 0,8を測る。材質はサカキである。腹

部に両側から穿孔が 2つある。体部は流線型に丁寧に削られている。背ヒレの

160

161

0 20cm

第 21図 PS129出土遺物実測図 (石器 )
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部分は何らかの動物の骨を加工して差し込む。 (詳しくはVI章を参照)尾ヒ

レは先細に作る。鹿の中手骨で作られた錐と共伴。40層 (南壁断面)出土

102は丸棒である。51,5*・ 2.3を 測る。一方の先端は欠損しているが、も

う一方の先端は焼け焦げている。棒のほぼ中央部分、縦方向に削りの痕跡が認

められる。芯持材を使用。40層 (南壁断面)出土

103は丸棒である。欠損部分があるが合計残存長 43,7*,1,7*を 測る。棒

の両端および中央部分は欠損しているが、残存部分は木日に向かって一面だけ

面を取り、緩やかに内湾させながら半分削っている。芯持材を使用。37層 (南

壁断面)出土
104は杭状木製品である。16.2・ 3.8・ 2.4を測る。断面精円形を呈する丸棒

材の両方の木口を尖らすように削る。芯持材使用。37層 (南壁断面)出土

石器

石器は凸基有茎石鏃・尖基石鏃・円基石鏃・石槍・石錐などの縄文晩期～弥

生時代中期の打製石器や、弥生時代中期～後期の磨製石器 (台石)の他に、出

土層位的には縄文時代前期と考えられる層中より横型削器等の打製石器が出土

した。打製石器は全てサヌカイト製であり、磨製の台石は砂岩製である。

骨角器

今回の調査ではシカの中手骨 (?)を加工した錐と、石器作りに使用したと

思われるシカ角製のToolが出土した。

錐は木質遺物で記載した魚形木製品と重なった形で出土した。先端部分はか

なり使用したのか光沢が出るほどに研磨されている。基部は匙のように偏平に

削り出されている。体部には研磨痕が顕著で特に尖端部とは対照的である。

Toolは、石器の章で記載した横型削器などと供伴してした。先端部分と円

周下部には石器等鋭利なもので敲打、圧着した痕跡を明瞭に残す。特に先端部

分の使用痕は、何か鋭利なものの一部を引っかけた様な痕跡を呈し、石器を押

圧剥離するときに残る痕跡に類似している。
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PN130
PN130は恩智川の東岸で府道308号線の北側に位置するトレンチで、11.5
×10,9mの規模を有する。トレンチ全周を連続壁で囲み、上部0.5mを機械

掘削後、計画深度の8.Omま で人力による掘削を行った。

層序

層序は西壁をもとに記述する。

1～ 3層 までは暗緑灰色～暗青灰色の砂礫の混じるシル ト層であり、近代～

現代の蓮田の堆積層である。

4～ 6層 は蓮田のベースとなっており、灰色シルト～粘土層で鉄分・マンガ

ンを含む。4層上面からは多数のピットを検出した。PS130で も同様のピット

群を検出しており時期的にも同時期であることからピット群の広がりが広範囲

にわたっていたことがわかる。

11層 はオリーブ灰色のシル ト質粘土層である。13層 との層界に地震による

変形構造 (フ ィッシャー・フレーム構造)が見られる。
9～ 10層はオリーブ灰色から灰オリーブ色のシルト質粘土から粘土層で溝

IIIの埋土である。

12～ 15。 28～ 29・ 39層は暗緑灰色～暗青灰色で若千の砂が混入するシル

ト～粘土の堆積層で、溝 Hの埋土である。
19～ 20。 23～ 25層は暗緑灰色～暗青灰色シル ト～砂層で溝 Iの埋土であ

る。20層の砂は 19層堆積後に堆積した砂層であったが、18層がこの層を削

平して堆積している。20層 と19層 との層界には地震による変形構造 (フ ィッ

シャー等)が顕著である。また 25層 と26層の層界にも変形構造 (ロー ド構
造)が認められる。
21～ 22・ 27層は灰オリーブ色～青灰色のシル ト～砂層である。22層直下

(26層上面)と 27層直下 (34層上面)には人間の踏み込みを検出した。
36～ 38層 は暗緑灰色～暗オリーブ灰色の粘土～シル ト質粘土層である。38

層のトレンチ中央部分からは多量の土師皿片が出土した。

40層は暗オリーブ灰色の植物遺体を多く含む粘土層である。41層 との層界

部分には地震による変形構造 (開放フレーム構造・フィッシャー等)が顕著で

ある。また層上部から「和同開弥」が出土した。

42層はオリーブ黒色で植物遺体を多量に含む粘土層である。43層との層界

にも40層同様地震による変形構造 (開放フレーム構造・フィッシャー等)が

顕著である。周辺の調査成果などからこの層を縄文時代晩期～弥生時代前期に

比定できる。

地震による変形の上限が42層上面であることから、地震は弥生時代前期頃

と考えられる。

43層は緑灰色の粘土層で植物遺体が多く含まれ、生痕が多くみられる。中

位から縄文時代後期前半の深鉢が出土した。

44～ 75層 までは干潟の堆積層である。暗緑灰色～暗オリーブ色の粘土から

シル ト層である。貝化石や生痕が多く見られ 44層～47層 には植物遺体が多

く含まれる。

65層は火山灰が入るオリーブ灰色の極細砂混粘土層である。鑑定の結果こ

の火山灰は九州南部の鬼界カルデラから噴出された鬼界一アカホヤ火山灰と考

えられる (VH章参照)。 また鬼界一アカホヤ火山灰が堆積した時期は約 6300
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年前である

67層は黒色のシル ト混中粒砂～荒砂である。下層の68層 との層界には生痕

が著しく、一部 68層の堆積層がブロックで入ることから、貝などの生物が活

発に層内を撹拌していたようである。

68～ 72層は黒～黒褐色の粘土層である。植物遺体を多く含み腐食土になっ

ている。全体に生痕が著しい。

73～ 75層は暗オリーブ灰色～暗灰黄色の細砂～シル ト質粘土層である。

76層はオリーブ灰色の中粒砂～粗粒砂である。

68層～ 75層 は沖積基底礫層に相当する層である。

遺構 と遺物

遺構

4層上面からはピット群を検出した。層内あまり遺物を多く含まないが染め

付けや瓦器の小皿などが出土している。4層の相対年代を近世以降に比定出来

ることから、検出したピット群も近世以降、蓮田が発達する時期以降に打設さ

れたものと考えられる。

11層下層から3条の溝 (溝 I・ 溝 H・ 溝 III)を検出した。各溝は何度かの掘

り直しが行われていた。中でも溝IIは 5回の掘り直しが断面の観察などから認

められる。

溝 H・ 溝 IIIは溝の北肩部分がトレンチの北側に伸びるため、また溝 Iは溝H
に北肩が切られているため掘削当時の正確な規模は不明である。

以下に各溝を掘削された順に述べる。

まず、溝Iが砂層 21層・22層 を切り込んで最初に掘削される。溝 Iは 2回の

掘り直しが行われ、溝I=Aは幅2.8m以上深さ0,2m以上、溝 I―Bは幅3.5m以上

深さ0.5m以上の規模を呈する。21層より14世紀前半の特徴をもった瓦器椀

が出土していることから、この溝は 14世紀後半以降に比定できる。

また、溝 Iの最終末は砂層 (20層 )に覆われ埋没するが、その砂層堆積以

降に地震の影響を受ける。

溝 Hは最低 3回の掘り直しを行っている。
溝Ⅱの原形は2条ある。溝aは幅約0.3m深

さ約0.2m。 南側の溝bは幅1.2m深 さ0.3mの規

模を呈し、 トレンチの中央やや北寄りを東西
方向に横断している。遺物の出土をまったく

見ないため溝aと溝bの時期差は不明である。

溝 a・ bの埋土が同じであることから底部が 2

条になった溝の最下層部分が後世の掘り直し

にも影響されず残存したものと考えられる。

溝cは幅4。3m以上深さ0,7m以上の規模を呈
する。溝aobの掘込み面を削平して掘られた

溝である。

溝dは幅4.8m以上深さ0.5m以上の規模を呈

する。溝c埋没後掘込まれた溝で南岸の部分か

ら剣や鉾の形をした斎串が出土した。また底

部からは、人間や動物の踏み込みを検出した。

溝eは幅5.4m以上深さ0.6m以上の規模を

Y=-33,305.5

Ｎ
よ
Ｌ
卜

X=-146,671.5

0          5m

第 23図 PN130溝 Ⅱ―d遺構平面図
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第 24図 PN130溝 II― a・ b平画図
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呈する。埋土上下層界には地震の影響が見られる。

溝fは幅4.Om以上深さ0.5m以上の規模を呈する。

溝 e埋没後掘込まれた溝であり、溝 Hの最終であ
る。上層との層界部分に変形構造がみられる。

溝gは幅6.6m以上深さ0,2m以上の規模を呈す

る。地震による変形構造が顕著であり、埋土の堆

積が薄い。人為的な溝ではない。

溝IIIは幅7.Om以上、深さ0,3m以上の規模を呈す

る。9層以上との層界が不明瞭ではあるが、溝gを

掘込んだ溝である。この溝埋没後は、この溝を新

たに掘込んだ形跡は見られないことから溝の最終

形態と思われる。

以上のことからこれらの溝をまとめる。

14世紀後半に掘削された溝 Iは砂 (25層 )で埋

♀ I中
 絲 橿Υ 語 藉 路 穂嘲 録 ヤ〔第

層堆積後に地震に遭遇する。その後 20層は削平を受け、18層が堆積した。20

層が堆積した時点で溝Iは放棄されたようである。ついで場所を若干北に移し

て溝 Hの溝 a・ bを新たに掘削した。溝 Hは合計 3回におよぶ掘り直し (底さ

らえ)がなされた。結果溝Ⅱに伴う遺物はほとんどない。
溝 dは底の部分を人や動物が歩いたり、斎串を使用して祭祀を行う祭祀場
としての機能を溝としての機能に付加された。

fの埋没とともに一時溝は機能を停止するようである。またこの頃地震にも

遭遇。f埋没後の窪みgに滞水し 11層が堆積する。このころまたしても堆積

層に変形構造を及ぼす地震を受ける。その後溝 IIIが掘られるが、埋没以降に

は一連の溝を超える大きな溝はこのトレンチ内から検出できない。このことは

溝IHの埋没によってこの場に溝を掘削する必要性がなくなったものと考えら

れる。

溝 IIIは、直下の■層に残された地震の痕跡が寛文二年 (1662年 )の地震に

因るものだとすれば、17世紀後半以降に比定できる。

22層の下面からは多数の踏み込みを検出した。踏み込みは21層が 14世紀

前半以降に堆積していることや 36層から12世紀の特徴を有する土師器の皿

片が多量に出土したことから鎌倉時代後半に相対年代を与えることが出来る。

上記 36層出土の土師器皿は、すべて細片で、ある程度のまとまりを持って出

土したが平面でも断面でも遺構の存在は確認できなかった。

以下の部分では顕著な遺構は認められなかったが、401層及び42層で地震に

よる変形構造が見られた。40層からは 5世紀後半の須恵器邦身や和銅開Jノ年ヽ等

が出土し40'層は40層との層界が不明瞭であるが、周辺の調査成果から弥生時

代後期～古墳時代の堆積層に相当することから、古墳時代以降の地震といえ

る。また 42層は周辺の調査成果から弥生時代前期の地震と言える。

遺物 (第 25図  51～ 62・ 66,第 26図 112～ 120)
全体に遺物の出土は少なく、特に図化可能な遺物は少ない。

X=-146,671.5
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土器

51は瓦器小皿である。日縁端部は丸く、底部から角度をもって立ち上がる。

染め付け等と共伴。15世紀

52～ 58は土師器皿である。大きくは日縁部が丸く収まるもの 52、 「て」の

字状を呈するもの 53～ 58に分けることが出来る。53～ 56は「て」の字を意

識するが端部の内側への折り返しが不十分で、端部を上に拡張し外側に面を付

けたにとどまっている。12世紀

59。 60は和同開弥である。40層より各々単独で出土した。出土に伴う遺構

はない。和同開丁′年、は過去にも今回の調査地の南に近接する鬼虎川遺跡第 15次

D2ト レンチ[(財)東大阪市文化財協会 1983]か ら2枚の出土をみている。

和同開〕′ケ、は初鋳が 708年 とされる日本製最古の銅銭である。しかし、当時の

銅銭が現在のように広く世の中に普及したとは考えられず、「不日同開亦」が出

土することは、それを持ちえる人物もしくは施設が、近隣に存在した可能性を

示唆するものと思われる。

61・ 62は須恵器の杯身と壺である。須恵器杯身61は底部に放射状に3本の

ヘラ記号がある。須恵器壷は日縁端部は上方に直立する。頸部には櫛描き波状

文を施す。6世紀後半

66は深鉢の日縁下部である。全体に磨滅が著しい。断面 U字の蛇行する沈

線が日縁と平行する方向で2条施される。沈線以外には縄文等はみられない。

縄文時代中期末

このほかにも同じ堆積層中より縄文土器が細片であるが出土した。実測図は

細片のため掲載していないが、体部に縄文を施している。底部の一部も出土し

ているが磨滅が著しいため時期等詳細は不明である。

餓p ttЭ
―

66

木質遺物

112は折敷の

底板である。長

軸方向に割れて

欠損しているが、

残存で 29,1・

4.3*・ 0,6を測る。

木日の角は丸く

作 られ、表裏面

は中央部分に薄

く削られている。

また長軸中央の

側板端には直径

2.5■ェmの 穴 が 7

mmの間隔で 2つ

あいている。子

の六は裏まで貫

通せず板の厚み

のなかで双方が

貫通 している。

56

Ｗ

Ⅸ

‐―

〃｛鯵
0 10cm

58

第 25図 PN130出 土遺物実測図 (土器 )
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15層出土

113は剣型の斎串である。中世～近世にかけての清の南肩部分より出土し

た。32,7*。 3,7,0.6を 測る。切先等を削り出し、表面を磨く。柄側の端部は

欠損している。材質はスギである。15層出土

114は鉾型の斎串である。32.8*・ 3.4(作り出し部分)・ 0,7を測る。基部側
の端部は欠損しているが、切先は鋭く削り出す。また、基部より1/4の所に

張り出し部を削り出す。113が溝の肩部分で共伴している。材質はスギであ
る。15層出土

115は杭である。29。 6*。 4.3を測る。先端は木芯に向かって先細に削り出
すが先は丸くつぶれている。もう一方の端部は欠損している。円周部は自然面

を残す。先端の削り出し部分より若千上部に切り込みが見られる。切り込みは

円周部より木芯部分までで止まっている。15層出土

116は杭である。18,6*・ 5,0。 2.6を 測る。断面楕円形を呈し円周部は自然

面を残す。一方の側面からのみ斜めに削りを加え尖らせる。先端は丸くつぶれ

ている。木日の一方は欠損している。26層出土
117は柱根である。直径 13.0(推定復元)を測る。全周の 1/3を欠損して
おり、上部は腐食欠損している。底部は、切断痕が見られる。全体に腐食の度

合顕著。26層出土

118は棒材である。28,4*。 3.3。 2.7を測る。木日の一端は欠損しているが、

もう一方の木日は面を取り尖らせる。長軸に割り裂かれている。35層出土。
119は木製刺突具である。5。 9*・ 0,6を狽1る。先端は先細に削る。一方の端

部は欠損している。材質は、あて材のため針葉樹以上のことは不明。40層出
土

120は加工痕の残る木である。19.4*。 16.3*,7.7を 決1る。TP-4,3m付近
より出土した。残存部分は丸太を半栽した状態であり、円周部分は自然面を残

す。木口には切断時の工具痕跡が認められる。工具は痕跡から1.9cm幅 を測
る。

参考文献 「鬼虎川遺跡―東大阪都市高速鉄道東大阪線計画事業に伴う第15次発掘調査概要 (そ
の2-2)―」 (財)東大阪市文化財協会 1983
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PS130
PS130は恩智川東岸部で国道308号線の南側に位置する。

このトレンチは全周をシートパイル (鋼矢板)で土止めを施したが、西側の

土止めの際恩智川の堤防を一部切り込んでシートパイルを打ち込むため、関係

部署との協議に時間を費やし一番開始が遅れたトレンチである。

トレンチは 10.5× 10.5mの方形を呈し、上部0.5mを機械掘削後 8.Omま

で人力による掘削を行った。

層序

層序は西壁の断面をもとに述べることにする。

1～ 2層は植物の根が多量に入る層で旧蓮田の堆積層である。

3～ 9・ 11～ 17・ 18層 は鉄分およびマンガン分を多く含む耕作土層である。

なかでも、6層～8層は人為的に撹拌された状況を呈している。鉄分やマンガ

ン分が多く含まれることから水位の変動が認められ、水田であつたと考えられ

る。

10層は近代以降の井戸の埋土である。

19～ 20層は耕作土のベースである。

21～ 86層は溝 VI・ VIの埋土である。
44～ 47層は荒砂～シル ト層であり溝のベースである。47層 と48層 との層

界には歩行の方向のわかる踏み込みを検出した。出土した遺物から中世の前半

以降に堆積したものと考えられる。

48層は粘土層で遺構面のベースである。

49層は砂層で 50層 との層界には、人間や動物の踏み込みを初め、ロー ド

キャストを多数検出した。

50～ 52層はオリーブ灰色系の植物遺体を含む粘土層である。出土した遺物

等から奈良～平安時代以降に堆積したことが考えられる。

54層 は黒色粘土層で53層 との層界には地震による変形構造である開放型フ

レーム構造が顕著である。出土遺物から弥生時代後期～古墳時代初頭以降に堆

積したことが考えられる。

55～ 58層は植物遺体を多量に含むオリーブ黒～黒色粘土層である。なかで

も54層 は人為的に撹拌された形跡が見られ、耕作土と思われる。また59層は

60層 との層界部分に54層 にも見られた地震による変形構造 (フ ィッシャー)

が顕著である。出土遺物や周辺の調査成果から変形構造の上端が 58層である

ことから、地震は弥生時代前期のものと考えられる。

61～ 62層は緑灰色～オリーブ灰色の植物遺イ本を多く含む粘土層で、生痕が

顕著に見られる。

68～ 85層までは千潟の堆積層である。各層ともに砂～シル トで構成され、

植物遺体や生痕が見られる。70層からは破砕 。完形の貝化石が多量に出土し

た。

86層は火山灰を多く含む層で、テフラの分析からこの火山灰はアカホヤ火

山灰であることが判明し、この層が堆積した時期が今から約6300年前である

ことが判った。

88層は細砂の混る荒砂で植物遺体・生痕及び破砕した貝が多量に入る層で

ある。

89。 91層は黒褐色の腐食土層で全面に生痕が著しい。
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第 27図 PS130西壁断面図
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ζ∝ ‰ ふ
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Y=-33,307.0

X=-146,722,0

92・ 93層は粗粒砂から砂礫層であり、若千の生痕とともに多量の植物遺体

が含まれる堆積層である。88層～ 98層は沖積基底礫層相当層である。

遺構 と遺物

遺構

遺構は2層の下面から蓮田に伴うピット群を検出した。ピットのなかには杭

が立腐れした状態のものもあった。時期は近代～現代

20層の下面からはトレンチの南部を略南北に横断する溝VIと トレンチ西端

部を北東から南西に縦断する溝VHを検出した。
溝VIは 2段に掘られた肩部分の北側のみの検出となった。南岸はトレンチ
の外側になり正確な規模は把握できないが、推定復元幅4m以上、長さ8m以
上、深さ 1,lmを測る。この溝は溝VHが埋没後新たに掘削された溝である。
西壁には顕著な痕跡は見られないが、溝の縦断面にあたる南壁には、溝の埋

土に地震による変形が顕著に見られる。

溝VⅡ は溝VIに南半分を切られており、北側はトレンチの外に伸びている

ため全長は不明最大幅 1,2m、 長さ4.6m以上、深さ約0.5mを測る。各溝から

は瓦器や土師器の細片が出土し図化可能な遺物はほとんどない。溝VIのベー

スの48層～50層中から細片ではあるが黒色土器や 13世紀後半から14世紀の

特徴を持つ瓦器椀を検出した。このことによって溝VIの上限をこの時期にお

くことが出来る。また溝VI埋没後に堆積した 12層からは、16世紀と考えら

れる瀬戸天目茶碗の破片が出土しており、溝VIの下限をこの時期におくこと

が出来る。これらのことから溝VIoVIは 14世紀以降から16世紀までの間に
つくられたと言える。またこれらの溝には粘土～シルトが堆積しており、滞水

した状況で埋没した事がわかる。

溝の下層からは2面の遺構面を検出した。ともに砂層の直下から検出し、上

方の遺構面からはトレンチの北端部を東西に、トレンチ中央を北東～南西方向

に移動する人間の踏み込みを検出した。遺構ベースからは上述の通り13世紀

後半～ 14世紀の遺物が出土していることから、鎌倉時代～室町時代に時期を

比定出来る。

下方の遺構面からはトレンチー面に人間や動

物の踏み込みを検出した他、地震に因る変形構

造の一つであるロード構造を検出した。踏み込

みの時期は出土遺物と堆積環境から平安時代～

鎌倉時代に比定したい。また同じ面で検出した

地震の時期は、砂層 (50層 )堆積後で48層 には

影響が見られないこと等を鑑みて、1299年 (正

安 1年)の地震 (?)に比定できる。
明瞭な遺構は以上であったが、以下の層で2回

顕著な地震の痕跡を検出した。

54層に痕跡を残した地震は、層序の章でも述
べた通り54層 から弥生時代中期～後期の遺物が

出土したことや、54層の変形が53層内で収まる

ことから、古墳時代に起こった地震と考えられ

る。

また59層の地震痕跡は、他のトレンチや周辺

N

X

5m0

第 28図 PS130溝 Ⅵ・ⅥI平面図
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の成果から弥生時代前期の地震と考えられる。

遺物 (第 26図 121,第 29図 63～ 65,第 30図 122)

土器

このトレンチは全体的に遺物の出土は少なかった。図化可能な遺物は3点で

あった。11層から出土瓦質の摺鉢 63が、16層 からは土師器の皿64が 54層か

らは弥生の甕 65が出土した。

瓦質の摺鉢 63は緩やかに外反

する日縁を持ち、端部を丸くお

さめる。日縁端部の内外面は強

いナデによって凹む。体部外面

にはタタキの跡が若千残る。

土師器の皿 64は外面の日縁部

と体部の境目に明瞭な接合痕が

みられる。弥生土器の甕 65は底

部のみの出土である。外面は縦

方向のヘラミガキを施す。内外

面ともに磨滅が著しく特に内面

はほとんどが剥離しており調整

等詳細は不明である。

爾 63

65

10cm0

第 29図 PS130出土遺物実測図 (土器)

木質遺物

121は木製刺突具である。先端部分は欠損している。7.1*・ 0,6・ 0,8を測

る。割材を使用し、全周を削る。先端部分より約 1/3上方には切り込みがあ

る。一方の木日は斜めに切断されており、頂部には5本の切り込みがあり、ハ

ケ状を呈している。

122は加工痕のある材である。105*・ 21.0・ 13.0を測る。本来長さはもう

少し長かったが、取り上げが不可能であったため一端を切断して取り上げた。

断面は精円形を呈し円周部は自然面を残す。木日面と上面・側面の3方向から

穿孔し互いに貫通している。材質はトネリコ属モクセイ科である。C14年代

測定を実施した結果、PN129出土の木質遺物 (111)同 様 18000年前の年代

が測定されたが、出土層位の点ではこちらの木の方がより浅い層から出土して

いることから、2次堆積であろうと思われる。83層出土

石器

弥生時代中期の包含層より2点の石器が出土した。凸基有茎石鏃と凹基有茎

石鏃である。
20cm

第 30図 PS130出 土遺物実測図 (木質遺物)

エ
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表 2遺物観察表 (その一)

鰤鰤呻鰤

猛)F 綿

法
=

帝筆

愧 を

口爆郎外面

広口垂 口縦4央の後
隅形津文,個】

タテ方向、 タテ方向
キ ?(踏
滅l

ハケロ ハケロ

'章

壺 タタキロ ウに
よが,) (左上力て

り)
(左エ カ

t

り)

内外面ともを減

タタキ目 tむ
エカ(り ) (右上おt

り)

タテ方向
の後サア

脂オサエの

優,ア 隆ヶメリ

“

痕
タタキロ
(右上が
り)、 ユ

瞑垣方向の 底べそあり

蒻質と, ヨコ方向の ヨコ方向の タテ方向の
アヽケロのよ

外面媒付着 底平行ヘラ
ミ′キ

短夕負壺 嬉濃着しい、た5条の平
行凹蘊、二次流成受ける

ヨヨナデ 増
部上方に工′張

磨減のため

不明
内面狭付着、全′赤に磨
灌 しヽ′ヽ

'Sl,9 99■
弥■時イ£中期 茎 タタ■の後

工の後 ミ

′`ケロの後
正兵により

爾整

外面漂付着

高

“

ヽ ヨヨナアの狭 ea嶽 4条

“

ハケロの後

全体に層とを しく調整不

の後ナア 夕)縦ヘラミ
内面凛イサを

窮 ヨヨ,アの後
際′ヽケロ

広口獲 ハケ13の後キ

阪ナア
内面黒五,二次雛蔵受け

弥
=時
代中期 太耳頁菫

後ココナア、

,文

の法集状文 映ハケロ

“

ヨコチアの強
不定F部踊に■
ザミ

ハケロの後 嵌状工兵に 内面療付着

チ、■特′tⅢ朗

“

'ヽ
ケロ 外面皮化的付を、二次焼

,体■,ytゃ )刀
五 路 甘L下

弥
=圭
器 雇位のオ的描

変形Fi形文
ヨヨ方向の

l鳳いハケロ

弥生鳴イく中XE
4口田痴

"石

2am
ハケロの後
悔穂文

'S129商

笙 ,4る 弥■嗚ツR中期

流驚泊L下
ハケロの後

沈線、猪付

凸帝5条にキ

内面黒猛、こ扶焼咸資け

れ障と下
内外面床イサ着

ヽ

後沈森6条

弥主鰯 代中期 ヨコチアの後 ハケロの後

弥生時イlⅢ翔

五路 _古 下

重′歯部

狭タテ方

向のヘラ

弥生吋イt中期 3mm力閃石 1口】〔o ナアの後キザ
■の後ハ つ後ハケロ

内外面療付着

弥■時十 1朔
れ路甘ヒ下

“

の後
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二次焼成による割離顕
者、来付着

弘
=瑠
中ヽ,刀 ヨヨ方向の タテ方向

つ後ハケロ
外面全体に療付着
焼威を受ける
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表 2遺物観察表 (その二)

内面ハケメ後末による彩
と、外面療付着

体きl外面岳五、内面凍イサ
着

内外面,葉イサ着

二次境滅を受ける

二次
'売

成受ける

焼成法広奮S寮子し、外面擁
付着

和泉型

ノ゙m型

内面赤斑

諄故

体部内面

ヨヨ方向の

ヨコ方向の

下定方向の

オアの佐へ

仕管文

ヨコ方向

の後ヘラ

イたタテ方
耐のヘラ

工の後エ

呉による

強いヨヨ

ナデ ほ
タテ方向

未調整

工の後激

4告 ,外面

ケズリの後
ヨヨ方向の

伍ナアの後

沈森6条

の後1,_■ 6条

の軽ヘラミ

未薄]整

の後ナア

ナアの後沈患

磨減藩しいた
め添明
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キザミ

ココ方向のへ

ヨヨナンの後

ヨヨナンの生

ヨコナアのFた

ヨコ,メの秩
ココ方向のヘ

色 調踏 上籐

“

高イヽ (把

手つさ)

=

Jヽ Ⅱl

宏恵轟

・フ小生町 中ヽメ′

弥と,Mヽ 中期

ムt時代中期

弥■嘲 中ヽ)餌

ザに路直下

弥■嘲 代中期

祢
=嘲代
中期

弥
=嘲
t¨メ
"

弥生:↓イヽ 中期

弥■嘲代中″月

中世語ち抵み

中世苫ち込み下

1花郎

イサ近

PN129つ 0お

実綴,N(
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表 2遺物観察表 (その三)

構を

外面渫付着

二次燒成受けた ?

熊文地に沈類のある主器

ほ告No 68と 同一個体

剥離著 しく

田整不明

工の生ナ

タテ方向

の後,ア

タタ■の後

亀目の振夕

テ方向の■

□専邸外面

詢描渡よ文

胎 主雛

杯 身

彗底きI

`雫

今ド

凸差有と

石曇
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石体
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石僣

盤
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薇型青Il==

慎理型謡

僚理肖l岳

慎理副轟

'凍

型湾il器

種瀬

顔恵謡

頻な器

狙文■器

亀k主語

縄文主器

“

●要石器

,T製 石器

,,t石 器

,梨石器

,製石器

Ⅲ梨石器

打永石器

,製石器

,3t石と

“

製石岳

子T製石将

打製石器

晩期以前包合ニ

晩那以籠包合層

PSlつ 0‖層

PS190 S9丹

PSl" i12層

PS129 112E

PS12, ‖?層

実譲lN(
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表 3出土動物遺体一覧 (貝 )

服告Nc
tと録Nc 出土地区 出J:層位 種類 学名 部位 主な棲息地 備考

201 PN-130 GL-7～9m サキグロタマツメタ

ガイ

Luヵ aど′a gJ′ ya(r'ォ′L′ Pr'Jノ 九州有明海 (510m)中 華
朝鮮

巻き貝

S-9

202 PN-130 GL-7～9m ハツザクラガイ Iと blJ′ !力a,汀′′J口ね
rrマβ9了κニリ

本州以南潮線下 2枚貝

S-10

203 PN-130 GL-10～ 1lm ムラサキガイ 勘 体′′′′la」わ′ユω Tソ rかWVワ イ「殻 本州中部以市潮線下 2枚貝

S-11

21)4 PN-130 GL-10～ 1lm オキシジミガイ ΩrCガ′〕a Or′ c・ r]協lls SOVERBγ 左殻 浅海の泥底・ 内湾の干潟に棲

息

2枚貝

S-12

205 PN-130 GL-10～ 1lm イヨスダレガイ Pどphra t'ararapes,

unJ口 laιa rr,()ft'リ
左殻 本州中部以南潮線下、内湾の

水深10m位の祀底にすむ
2枚貝

S-13

206 PN-130 GL-10～ 1lm ハマグリ れf`:′ t・ι′!x■
`ヴ
Zι無

'′

つ川 (ザ′ 左般 淡水の流入する城度低い砂泥

地に模み全国的の内湾に分布

2枚貝

S-14

207 PN-130 GL-10～ 1lm イヨスダレガイ P` f́r,Iュ itt T)arara,(ュ s,

wa,げ′でEと at,0よ rけ
右殻 本月中部以南潮線 ド、内湾の

水深10m位の泥底にすむ
2枚テ1

S-22

208 PN130 GL-10～ 1lm カガミガイ r)(うも′
'お

(rリカaCω O′na,
ノ0丁)OD′θ2(電】I,これ

左殻 本州以南、内湾の潮間帯下よ

り水深 10mま での砂J己にすむ "J歩

1

S-31

209 PS-129南側 8層掘削中 オオタニシ Cittgο ptttr〔′Inaプa,()r】′fa
riア 1↓r/1RTとか(ッ

螺l,,の ‐部 殻は溶脱 全国的に分布、比較的水のき
れいな川・Πl・ l胡・沼にすむ

巻き貝

S-27

210 PS-129 GL-65m ハイガイ /inarFan rTCg!l′ arca,

いよ0て
'iabrscf]cris,s

.9cr=モペcK`ヽ と々 をおIトレ醒

左殻 内海の泥底に核息する。本州

南部以市潮線下

2枚貝

S-8

211 PS-129 GL-9m ハマグリ 、rc′て,`rJλ′′us,rね「Rて
'D力

VC, /1殻 淡水の流入する峨度低い砂泥

地に棲み全国的の内湾に分布

2枚貝

S-1

212 PS-129 GL-9m カガミガイ ′)(,s｀ rD′a(′
'′
,arosοrDa'

プοttnl∽ 0懸デEyD
右殻 本州以南内湾の潮Fl帯 ドより

水深 10mま での砂泥にすむ
2枚只

S-2

213 PS-129 GL-9m ウラカガミガイ 1)(,slヵ ra(I)。 ′ヽDC'ra'

″ n!G!l′ど協僚T,Eこれ
イ1殻 本州 (陸奥湾以前)内海や内

湾の泥底

2枚貝

S-3

214 PS-129 GL-9m ツメタガイ Ⅳと'v′ c′ rιaCるssatrr巫 ,
ど′J)′rDa t、'C)DINC,

幼)主 日本各地と西太平洋に分布
潮問帯下の砂JЁ底にすむ

巻きケ1

S-4

215 PS-129 GL-9m ゴマフダマガイ NοとocO(｀′】′′s`fgrr′ ln
ω DηW0

本州中引
`以

南5～ 10fms 巻き歩k

S-5

216 PS-129 GL-9m ゴマフダマガイ Nοをて,c(lc′〕l′ sと′sア「J′ユコ

`Rて

,VN0
本州中部以市5～ 10Fms 巻き貝

S-6

217 PS-129 GL-9m ゴイサギガイ Mィicornaと orfソ∝′ュsls

′!互/1Kry/1ザ ,И
右殻 本州以市潮線下 2枚只

S-7

218 PS-130 TP-3.5m
(GL-8m)

フナクイムシ類
(cと rttslw)

石灰質棲管 樺太一九州、沿海州、朝鮮、

中学。深海の沈本に穿孔する
2枚貝

S-26

219 PS-130 深

'llり

上層

(Gレ 9～ 10m)
ウミニナ Ba`′′′a′′て,ュょつげ′

'イ

0′阿′s

tフβて,IIЮり
全国的に分布する。内湾の潮

問帯の 上部にすむ
巻き貝

S-18

220 PS-130 深捌り Lliヽ l

(Gレ 9～ 10m)
ハナムシロガイ ラそ(ム′s Иc′aどとIs,1/1つ/化M勁 本州以前5～ 10fms 巻き貝

S-19

221 恥 -130 深掘り上層

(G歩 9～ 10m)
アカニシ (ツ ノアカ
ニシ
'll)

Rar,ana trJο′コnslttDa CRO郎 五 北海道以南、内湾の水深5～

20inく らいの砂泥底にすむ
巻き貝

S-20

222 PS-130 深掘り上層

(GL-9～ 10m)
ホソヤツメタガイ ザVcl′

`'′

J`a Cl(,s;・au′詞

力osoyttl K′影生
本州一九州・朝鮮

(10-30,1、 砂泥
「
氏)

巻き貝

S-21

223 PS-130 深掘り上層

(Gレ 9～ 10m)
マガキ Crassostrca g!gas

frrイυNrlEFk,)
北海道潮線下、内湾の岩礁等
に付着する

幼貝

S-29

224 PS-130 深れ「り上層

(Gと 9～ 10m)
ツルマルケポリガイ r,(,′ ヵ′9psls ιsurを′河♂V IL4駆

=i河
湾―九州―七尾ン4
(5-30m)S-30

225 PS-130 深掘り下lri

(GL-10～ 1lm)
タイラギ ノl`rJ′ ,a6cA′ arrれ a)

″cど ,′ュaιa t切ⅥNイツ
本州以南潮線下、内湾の水深

5～ 20mの泥底にすむ
フジツボ付着

S-15

226 PS-130 深掘リド層

(Gレ 10～ 1lm)
アカニシ (ツ ノアカ

ニシ型)

RapaJ]aιねοfrlasfana CROS説 北海道以南、内湾の水深5～
20mく らいの砂泥底にすむ

巻き貝

S-16

227 PS-130 深掘り下l嘗ユ

(G卜 10～■m)
マガキ Grasso(,`rea g[gas

arυ
'VFttE,宅

C)
北海道潮線下、内湾の岩礁等

に付着する
貝の集合体

S-17

228 PS-130 深掘り下層

(G卜 10～■m)
マガキ Crassos`rc・ag′gas

(狩了υNIIB鴎)
北海道潮線下、内湾の岩礁等
に付着する

石付き貝

S-23

229 PS-130 深捌り下層

(GL-10～ 1lm)
オキシジミガイ Cycl!ヵa οr′entaFs SO″ Etty 両殻 浅海の泥底・内湾の干潟に核

息

2枚貝

S-24

230 PS-130 深掘り下層

(G卜 10～■m)
ゴマフダマガイ ′ヽ「οとαЮch胎 とをrna

彼ωDT,VC)
本州中部以前5～ 10fms 巻き貝

S-25

231 PS-130 深棚り下層

(Gレ 10～■m)
ウネナントマヤガイ Tfarガ z!u阿 (卜

reOtra狩〃口,,,
プaponた口m PJとSDf、'7

本州以 P帝潮線 ド 幼貝

S-28
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表 4出土動物遺体一覧 (獣骨)

牟長告No

登録 No 出土地区 出土層位 出土遺構 種類 学名 部位 備考

301 PN-130北壁 42層 トビエイ頚 汀οユοr力れ〔】s r9うrプ 9了

`β

Fccrcr) 歯

B-15

302 PN 130 TP-1755m 鳥頚 右上腕骨

B-11

303 PN-130南壁 4層以下
Gと65m以下

カ

Bつ

3()4 PN-130 GL-7～ 8m シカまたはイノシシ
程度の大きさ

肋骨

B4

305 PN■ 30 GL-7～ 8m アカエイ類 Dasyntt nイコザcr rれT(1″cr cr隆コリ 尾棘

B‐5

3(X; PS■29東狽J Gじ18m 中世流路内 ウ シ ,ο s rセivrl,s」 0′ηcsrcws cr,c′ Iコ 肩甲骨

B-24

307 PSャ 129東側 Gじ18m 中世流路内 ウ ン Bο s rat】 rlJsど 0"csrJc口sc,ュュ】れ 右大腿骨

B-25

308 PS■ 29南東隅 Gじ 18m付近 中世流路内 骨 不明 何の骨かは不明

B-20

309 PS■ 29南東隅 CL-18m付近 中世流路内 ウ シ BO`rをiVr"δ どo,le,tcws GDc,lr】 右距骨

B21

310 PS‐ 129南東隅 Gじ18m 中世流路内 ウンかウマ 駒口,S Cnba′′,LJttnew`οr Bοs
raw,vsど。r預

“̀ ,cws Cttc′
れ

顕権

B-26

311 PS 129南 東隅 Gじ18m 中世流路内 ウシかウマ I,9"w,cnb,〃 sL,′waevs or Bos

`〕

けれ】0ど0コ
“̀!て
,vs Gtte′ ′れ

右肋骨

B=27

312 PS-129南 東 I島 Gじ1,8m 中世流路内 スッポン TrJo′〕yx,J′ !eコ sね プaPO!ュ !● l11,
Tcrnロュコ献 cr scヵザcど cザ

背甲
(肋骨板)B28

313 PS-129南 東隅 Gじ18m 中世流路内 ウンかウマ 駒 JWS CnbnrJs LJ″ ,ncvs Or Bο ♂

raurvs」οr】ュ●∫rfcv,c加 ,′fri
右肋骨

B‐30

314 PS-129南 東隅 GL■ 8m 中世流路内 ウシかウマ ど9v」scコ bntt L,ココncvs or aos
rav口sどο

"。
。とrr口dC",′ !′〕

右肋骨
B-31

315 PS-129南東隅 Gと18m 中世流路内 ウマ E9口 ws cЯ ba,′s LJJ!Bnct,s 下顎骨

B-32

316 PS-129 弥生時代
中期流路

イノシシ Sus scrο FaたりCOp/s物区TCr!ュ rprr!`,そ
,Sch′ cBc′

右頬骨 幼年

B■7

317 PS-129南月_華 40・ 41層 殊生時代
落ち込み

シ カ Cerν ws,IP,つ
'a Tcrη
珈J′ 1(:々 中手骨か中足

骨か角
錐

B■ 0

318 PS-129南 壁 40 41層 弥生時代
落ち込み

シ カ Cc!vusコ JPPOコ TC力卿
`コ

cヽた 肋骨

B-12

319 PS‐ 129 GL-2m付近 晩期以前包含層 魚頚 脊椎 魚骨

Bる

320 PS-129 TP‐45m 鯨類 部位不明

B▼

321 PS-129東 l貝J GL-7mイ寸近 シ カ Ccrソ ws fュ IPPοコTCrppr′ict 角 Tool

B-18

322 PS-130 2層 側滞掘削中 イヌ (】an!b rnttfザ !arrる Lザれ′,ncvo 左下顎骨

B-23

323 PS-130 59層 鳥頬 胸骨

B■3

324 PS-130 海成シルト層内Gと6m
以下

サメ類 歯 歯

B-8

325 PS-130 深掘 り上層
(GL-9～ lom)

ウミガメ類 頸稚

B■

326 PS-130 深掘 り上層
(GL-9～ 10m)

鯨類 部位不明

B宅

327 PS-130 深掘 り上層
(GL-9～ 10m)

鯨類または他の海棲
Πl息孝L類

歯

B‐ 3

一
嵩

-46-



V樹種鑑定
財団法人元興寺文化財研究所

樹種鑑定の概要

樹種の分類は、花、果実、葉など、種ごとに分化の進んだ器官の形態に基づ

いている。しかし、木材組織は、種ごとの分化が進んでいないため、組織上大

きな特徴を有する種を除き、同定できない場合がある。種の同定が困難な場合

は、科、亜科、族、亜族、属、亜属、節、亜節 (分類の大きい順)のいずれか

で表す。

*科、亜科、族、亜族、属Ⅲ亜属、節、亜節、種の分類は、主に原色日本植

物図鑑 (保育社)による。

1.切片作製
カミソリの刃で遺物をできるだけ傷つけないように注意しながら、木材組織

の観察に必要な木回面 (横断面)、 柾目面 (放射断面)、 板目面 (接線断面)の

3方向の切片を正確に作製する。

2.永久プレパラー ト作製
切片はサフラニンで染色後、水分をエテルアルコール、n― ブチルアルコー

ル、キシレンに順次置換し、非水溶性の封入剤 (EUKITT)を用いて永久プレ

パラー トを作製する。

3.同定方法
針葉樹については、早材から晩材への移行、樹脂道の有無、樹脂細胞の有無

および配列、ラセン肥厚の有無、分野壁孔の形態等、広葉樹については道管の

大きさや配列状態および穿孔の形態、柔組織の分布や結晶細胞の有無、放射組

織の形態等を生物顕微鏡で観察し同定する。

4.顕微鏡写真撮影
木日面は30倍、柾目面は広葉樹 100倍・針葉樹 200倍、板目面は 50倍で撮

影する。

サンプルNo.  遺物名      樹種名      報告N,o

01    魚形木製品    サカキ        101
02    棒状木製品    サカキ        109
03    鉾形斎串    スギ         114
04    剣形斎串     スギ         113
05    権状木製品    クスノキ       77
06    刺突具      針葉樹 (あて材)   119
07    刺突具      針葉樹 (あて材)   121
08    椀        ケヤキ        74

言主)ぁて材とは樹木の日かげの側、または山地斜面のもので根本が湾曲している部分など

で、正常材と比べて構造が著しく異なり、あて材での木口面 ,板目面・柾目面は樹種鑑定の指標

にはならない。

-47-



1.魚形木製品

木□

サカキ

30倍 板 目

板目

柾 目

柾目

100倍

100倍
2.棒状木製品

木□

50倍

50倍

50倍

第 31図樹種顕微鏡写真
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サカキ

30倍

鷲

・
‐テ
】
Ｌ
Ｉ
↓
∵
一　
一感

3.鉾形斎串

木□

スギ

30倍 板目 柾目 200倍



1

4.剣形斎串

木□

スギ

30倍 板目

5.権状木製品

木□ 30倍    板目

50倍

50倍

50倍

第 32図樹種顕微鏡写真
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クスノキ

柾 目

柾 目

200倍

100倍

6.束」突具

木□

針葉樹 (あて材)

30倍 板目 柾 目 200倍



7.束」突具

木□

針葉樹 (あて材 )

30倍 50倍

50倍

第 33図樹種顕微鏡写真
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板目 柾目

柾目

200倍

100倍

8.椀 ケヤキ

木□ 30倍   板目



VI鬼虎川遺跡出土の魚形木製品分析
財団法人元興寺文化財研究所

膜面観察の概要

東大阪市鬼虎川遺跡出土の魚形木製品 (97263-1)付属の棒状資料 (写真

1)の種類を調べるため以下の分析を行った。

1)成分分析
2)組織観察

1.使用機器の原理および分析条件

・電子線マイクロアナライザー (EPⅢIA)((株 )堀場製作所 EMAX200
0)

電子線を照射し、その際に試料から放出される各元素に固有のX線を検出す

ることにより元素を同定する。

*分析条件  加速電圧 25kv
・フーリエ変換型赤外分光光度計 (FT― IR)(日 本電子(株)製  」IR―
6000)
試料に赤外線を照射し、そこから得られる分子の構造に応じた固有の周波数

の吸収を解析し、化合物の種類を同定する。

*分析条件  KBr錠 剤法(極微量の試料をKBrと混ぜ合わせプレス
して錠剤にする)

分解能 4 cm~1  検出器 TGS
,生物顕微鏡 ((株)オリンパス製BX50)

2.分析結果

1)成分分析

EPふ/1Aによる分析の結果、リン (P)とカルシウム (Ca)が検出された (図

1)。 また、FT― IRによる分析の結果、リン酸塩の吸収がみられた (図 2)。
以上より、資料の主成分はリン酸カルシウムと推定された。

2)組織観察
カミソリの刃で資料断面を少量採取し、切片を永久プレパラートにした後、

生物顕微鏡で観察を行った。直径約 100～ 200μ mの渦を巻いた円がラン
ダムに繋がった形態を有しており骨 (図 3)または枝角 (シカの角のように骨

質で多くは枝がある)であることが判明した (写真 2)。

なお、骨の組織に関しては、大阪市立自然史博物館の樽野博幸氏にご教示い

ただきました。
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第 36図魚形木製品付属の棒状資料
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第 37図資料断面の顕微鏡写真

③
ト
②
ヽ

ヽ
、

③

骨の構造
①海燕額 、②懺蓄
質 (硬画賛 )、 ③ ハ
ー パ ー ス 管 (血 管
が通 る管)ぺ④ 骨小
体 ＼⑤ 骨層牽女、③
ハ ーパ ース咎、①
骨小体

第 38図骨の構造 (「 日本百科大事典 12」 より引用)

イ

ｔ
ｌ

‘ヽ

く ヽ

°

「
ギ

＼

⑦③
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土壌試料

PN130西面 Loc.9

地 点 名   試料番号 分析項目

D P PO T Vヽ14c

表 5分析資料一覧

備考

中 。近世水路

中 。近世水路

中・近世水路

中・近世水路

中・ 世水路

中世砂層

中世砂層

弥生時代後期～古墳時代初頭黒色粘土

弥生時代Ⅳ～V期包含層
弥生時代Ⅱ～Ш期流路

弥生時代Ⅱ～Ⅲ期流路

弥生時代Ⅱ～Ⅲ期流路

弥生時代前期～縄文時代晩期黒色粘土

弥生時代 I期包含層に対比 ?

以下干潟堆積層

サヌカイ トツールのシカ製品

14C-1 採取層準に相当

火山灰層

14C2 採取層準
火山灰層

２

　

４

　

８

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇
一　

〇

〇

〇

〇
一〇

〇

〇

〇

〇

一〇

〇

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

Loc 20      1

3

8

2

4

5

7

Loc.45      3

○

○

○

○

○

Loc.8

Loc.21

PS129西面 Loc.40

○ ○ ○
2

3

7

5

〇

　

一〇

〇

〇

〇

〇
一〇

〇

〇

〇

〇

〇
一〇

〇

〇

〇

Loc.49

Loc.65

Loc.67

Loc 70

4

9

12

13

3

6

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○4

Loc.69     4

8

2

5

10

11

12

16

17

18

20

○

○

木材試料

PN130西面

PS129西面

14C-1

14C-2

○ ○
○ ○

合  計
D:珪藻分析 P:花 粉分析 PO:植物珪酸体分析 T:テ フラ分析 W:樹 種同定
14c:放

射性炭素年代測定

323225222
*
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VII鬼虎川遺跡の古環境復元

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

河内平野には、縄文時代以降の遺跡が多数分布している。遺跡の分布は、河

内潟の消長と密接な関係をもっていることから、河内平野での人間活動を考え

る上で、古地形の変遷をとらえることは重要な意味をもつ。このため、河内平

野に分布する各遺跡では、多くの自然科学分析が行われ、成果を上げている。

鬼虎川遺跡は、河内平野東端の沖積低地に立地し、すぐ東には生駒山山麓に

広がる扇状地群が迫っている。なお、鬼虎川遺跡の東隣にあたる西ノ辻遺跡

は、扇状地の末端にかかっている。本遺跡は弥生時代前期末～中期末を中心と

した遺跡である。この時期河内平野には、多くの遺跡 (瓜生堂遺跡、若江北遺

跡、巨摩廃寺遺跡、西ノ辻遺跡など)が出現する。しかし、弥生時代後期には

これらの集落のほとんどが消滅してしまう。これは河川作用が活発になり、河

内平野に洪水が頻繁に起こるようになったためと考えられている[那須 ,

1989]。

今回の調査では、鬼虎川遺跡の断面から採取した土壌を対象に分析を実施

し、遺跡における人間の生業と、古環境変遷との関わりを検討する。

1.試料
試料は、PN130西面と、PS129西面で採取された試料である。分析試料の

詳細は、表 5、 第 9・ 10図、第 22図に示す。

2.分析方法
(1)放射性炭素年代測定
試料は水で洗浄して表面の異物を取り除いた。乾燥、粉砕後水酸化ナ トリウ

ム溶液で煮沸した。室温まで冷却した後、水酸化ナトリウム溶液を傾斜法で除

去した。この作業を除去した水酸化ナトリウム溶液の色が薄い褐色になるまで

繰返した。次に塩酸を加えて煮沸した。室温まで冷却した後、傾斜法により除

去した。充分水で洗浄した後、乾燥して蒸し焼き (無酸素状態で 400℃ に加

熱)に した。蒸し焼きにした試料は純酸素中で燃焼して二酸化炭素を発生させ

た。発生した二酸化炭素は捕集後、純粋な炭酸カルシウムとして回収した。

前処理で得られた炭酸カルシウムから真空状態で二酸化炭素、アセチレン、

ベンゼンの順に合成した。最終的に得られた合成ベンゼン3 ml(足 りない場

合は、市販の特級ベンゼンを足して 3mlと した)にシンテレーターを含むベ

ンゼン2mと を加えたものを測定試料とした。

測定は、1回の測定時間50分間を20回繰返す計 1,000分 間行った。未知試

料の他に、値が知られているスタンダード試料と自然計数を測定するブランク

試料を一緒に測定した。なお、計算には放射性炭素の半減期として LIBBYの

半減期 5,570年 を使用した。

(2)テ フラ分析

試料に水を加え、小型超音波洗浄装置により分散、上澄みを流し去る。こ

の操作を繰り返すことにより泥分を除去する。得られた砂分を実体顕微鏡およ

び偏光顕微鏡下で観察し、テフラの本質物質である軽石、スコリア、火山ガラ

スの産状を調べる。さらに火山ガラスの屈折率の測定を行う。以上の観察およ
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び屈折率の測定結果からテフラの同定を行う。なお、屈折率の測定は、古澤

[1995]に示された温度変化型屈折率測定装置を用いて行う。

(3)珪藻分析
試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に

物理化学処理を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した

後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入し

て、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸 600倍あるい

は1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、殻が半

分以上残存するものを対象に 200イ団体以上同定・計数する。種の同定は、K.

Kranllner and ttnge― Bertalot[1986・ 1988,1991a・ 1991b]、 K.Kra■llner

[1992]な どを用いる。

同定結果は、海水～汽水生種、汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種

類はアルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさら

に細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対する適応能につ

いても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、産出個体

数 100イ団体以上の試料については、産出率2%以上の主要な種類について、主

要珪藻化石の層位分布図を作成する。また、産出した化石が現地性の化石か他

の場所から運搬・堆積した異地性の化石かを判断する目安として完形殻の出現

率を求め考察の際に考慮した。堆積環境の解析にあたっては、海水生種・海～

汽水生種・汽水生種については小杉[1988]、 水生珪藻については安藤[1990]、

陸生珪藻については伊藤・堀内[1991]、 汚濁耐性については、Asai.K.&,

Watanabe,T.[1995]の 環境指標種を参考とする。

(4)花粉分析
試料約 10gについて、水酸化カリウムによる泥化、箭別、重液 (臭化亜鉛 :

比重 2.2)に よる有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリ

シス処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉化石を濃集する。残澄をグリセ

リンで封入してプレパラー トを作製し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を操

作し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数

から不明花粉を除いたものを基数とした百分率で出現率を算出し図示する。図

表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なもので

ある。

(5)植物珪酸体分析
湿重 5g前後の試料について、過酸化水素水。塩酸処理、超音波処理 (70W,
250KHz,1分間)、 沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,比

重 2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これを

検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥する。乾燥後、プリュ

ウラックスで封入しプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を

走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した

植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物

珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬[1986]の分類に基づ

いて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物

珪酸体の出現傾向から古植生や稲作について検討するために、植物珪酸体組成

図を作成した。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体
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毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

(6)樹種同定
剃刀の刃を用いて木日 (横断面)・ 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3
断面の徒手切片を作製し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム

粉末,グリセリン,蒸留水の混合液)で封入し、プレパラー トを作製する。

3。 結果

(1)放射性炭素年代測定
結果を表 6に示す。これら2点は、異なる地点、層準から採取されている

表 6放射性炭素年代測定結果

地 点 誉 サ 性 守二十tl巨 誤差 Lab No

PN 130山 山 14C-1
14C-2

木 17,820

17,810

680

750

PAL-243
PS129西 面 木材

が、値は非常によく揃っており、約 18,000年前を示す。

(2)テ フラ分析
Loc.70の 試料番号11に は中砂～極細砂径の火山ガラスが多量含まれる。火

山ガラスの色調は無色透明のものが多いが、褐色のものも微量認められる。火

山ガラスの形態は、薄手平板状のいわゆるバブル型、気泡の長く伸びたものが

集まった繊維束型、スポンジ状に発泡した軽石型などが認められる。屈折率は

平均値 1.510欲 最小値 1,502&最大値 1.5155であった。この火山ガラスは、
その形態と色調および産出層準から、鬼界一アカホヤ火山灰[K― Ah:町 田・
新井,1978]に 由来すると考えられる。K― Ahは、九州南方の鬼界カルデ
ラを給源とし、降灰年代は約6300年前[町田。新井,1992]と考えられている。
上x)c.70の試料番号18に は、テフラに由来すると考えられる火山ガラス、軽

石、スコリアは認められない。礫～粗砂径のハンレイ岩の岩片および石英、長

石、黒雲母などの鉱物片が認められる。これらは、遺跡の後背山地に分布する

生駒ハンレイ岩、石英閃緑岩、カコウ閃緑岩[日本の地質『近畿地方』編集委

員会,1987]な どに由来する岩片や鉱物片と考えられる。以上のことにより、

本試料はテフラに由来する砕屑物ではないと考えられる。

(3)珪藻分析
珪藻分析結果を表 7・ 図版 59～ 64に示す。珪藻化石は、bc.40試料番号
7と 20で少なかった他は普通に産出する。完形殻の出現率は、50%前後の試
料が多いが下位の試料ほど保存が悪い傾向がある。産出種は、海水生種から淡

水生種まで多様であり、層位によってこれらの種の産状が異なるが、層位的に

みて明瞭に 3区分される。すなわち、下部の boc.70試料番号 20,17は淡水
生種、Loc,70試料番号16～ Loc.49H式料番号 9は海水生種～汽水生種、Loc,49

試料番号 4以浅は淡水生種が優占する。産出分類群数も極めて多く、63属 386
種類の珪藻化石が産出する。以下に、珪藻化石群集の層位的変化を下位の試料

から順に述べる。

Loc,70試料番号 20。 17は、化石の保存が極めて悪かったが、産出種は
Dip′οnds ψp.I Piと ,nu力ria spp.、 どunοどia spp.な どの淡水生種に限られる。
Loc.70試料番号 16～ Loc.49試料番号 9は、海水生種から汽水生種で構成さ
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れることを特徴とするが、群集変化に着目すると3つに細分される。Loc.70

試料番号 16は、海水泥質干潟指標種群[小杉,1988]の Ntts(｀′ュねgran口′a勉、

NcOccο′aeiforrra′ sが多産する。Loc,70試料番号 12～ Loc.65試料番号 6は、

内湾指標種群[小杉,1988]の Pa′arFa suFca物 、T′laね ss′ο=acma nf惚
死打Oi」cs、

CycFοどctta sιrfata、 CycFOtetta strFatta一 C,sよ y′0/uFn、 海水沿岸性の

Gramrttatoph ora mactten′ai海水泥質千潟指標種群 [小杉,1988]の

МどzscⅢ′滋 granロカ勉が20%前後と多産する。Lx〕c.65試料番号 3～ Loc,49言式

料番号 9になると、前試料で優占した内湾浮遊性種は減少し、再度海水泥質干

潟指標種の N肱仇ねgran vね taが優占する。これに付随して、海水砂質千
潟指標種群[小杉,1988]の A伊コanどデacs brcyipesyとュr.れなermedFa汽水泥質

干潟指標種群[小杉,1988]の DIρ′οraCiS Smf肋ガなども産出する。

Loc,49試料番号 4以浅は淡水生種が優占することを特徴とするが、流水に

対する適応性に注目すると真。好流水性種が多産する試料と真・好止水性種が

多産する試料とに分けられる。真・好流水性種が多産する試料は、Loc,45の

試料番号 5。 3、 Lx)c,40の 試料番号 2、 Loc,21の 試料番号 3～ Loc.20の試

料番号 1、 Loc.9の試料番号 4・ 2である。これらの試料では、好流水性種

のCoccO′ aOs p′ aceraをと胞 麗 r,Fir〕 eataを始めとする流水性種が40%前後と多

産する。真・好止水性種が多産する試料は、Loc,49の 試料番号 4、 Loc,40の

試料番号 5,4、 Loc.21の試料番号 7、 Loc,9の 試料番号 8である。これら

の試料では、好止水性の FイagilarFa cοダ〕s材口ens、 Rcοfas打口ens√0.ycnどer、

R cοrasttvens FO,ど riunJυ Fa勉、淡水浮遊性のAuFacοscFtt crenuFa勉、A,

f勉

"∽
麗r,電打Jaな どが多産する。なお、Loc.40試料番号 5以浅になると、

陸上の多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻のN″ ic口′a

cοraFeryac餌 が連続出現する。本種は、有機汚濁の進んだ腐水域からも特徴

的に産出する好汚濁性種でもある酪sal,K。&,Watanabe,T,,1995]。 今回の出

現は、その他の陸生珪藻を多く伴わないので、好汚濁性種として富栄養水域に

生育した種と判断される。

(4)花粉分析
分析結果を表 8,図版 65～ 66に示す。花粉化石は、Loc,70の試料番号 16

と 17の間、Loc.69の試料番号 4と 8の間、Loc.49の試料番号 4と 9の間、

試料番号40の 5と 7の間、Loc.20の 試料番号 3と Loc.8の試料番号 8の間で

それぞれ組成が変化する。

政)c.70の 試料番号 20～ 17は、種類数が少なく、特定の木本花粉化石に集

中する。モミ属、ツガ属、トウヒ属、マツ属単維管束亜属が検出される。試料

番号20ではトウヒ属、試料番号 17ではマツ属単維管束亜属の産出がめだつ。

政)c.70の試料番号 16～ Loc.69の試料番号 8は、木本花粉主イ本の組成を示

し、草本花粉はほとんど検出されない。クマシデ属一アサダ属、コナラ属コナ

ラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ属、エノキ属―ムクノキ属が

検出されるが、いずれも10～20%程度で、際だって多い種類は認められない。

故)c.69の 試料番号 4～Loc,49の試料番号 9も下位と同様木本花粉が主体の

組成を示す。コナラ属アカガシ亜属が優占し、60%以上の出現率を示す。

Loc,49の試料番号 4～ Loc.40の試料番号 7は、草本花粉の割合が
'曽

加す

る。木本花粉では、下位と同様コナラ属アカガシ亜属が多いが、モミ属、スギ

属等が増加する傾向にある。草本花粉は、下位と比べて、種類数、出現率とも

に増加する。イネ科、カヤツリグサ科が多く、ガマ属、オモダカ科、ミズアオ
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イ属など水生植物の花粉化石が検出される。

Loc,40の試料番号 5～ Loc.8の試料番号 8では、草本花粉の割合がさらに

増加する。木本花粉では、マツ属 (特に複維管束亜属)が増加傾向を示す。ま

た、スギ属、コウヤマキ属、モミ属、ツガ属も増加する。草本花粉では、カヤ

ツリグサ科が多く、イネ科、サナエタデ節一ウナギツカミ節、ヨモギ属などが

検出される。水生植物の種類数、出現率が増加するほか、ソバ属、ハス属、イ

ネ属などの栽培種も少数ながら検出される。

Loc.20の試料番号 3よ り上位では、草本花粉と木本花粉の割合がほぼ等し

い。木本花粉では、マツ属 (特に複維管束亜属)が優占する草本花粉では、イ

ネ科とカヤツリグサ科の割合が高い。特にイネ科にはイネ属の花粉が多く含ま

れる。その他、水生植物、栽培植物などを含め、草本花粉の種類数・出現率が

増加する。

(5)植物珪酸体分析
結果を表 9。 図版 67～ 68に示す。植物珪酸イ本の検出個数は、多い試料も見

られるが、概して少ないとまた、保存状態は検出個数の多い試料で良好である

が、大多数は悪く、表面に多数の小孔 (溶食痕)が見られる。
政I.49の試料番号 9よ り下位の試料、すなわち Loc,6&め c.6氣 Loc,6a
Loc,70の試料ではタケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属やウシクサ族がわずか、

あるいは稀に見られる。なお、Loc.67の試料番号 1ではイネ属の機動細胞珪

酸体がわずかに認められる。

Loc.49の試料番号 4～ Loc.40の 試料番号 4ではヨシ属の産出が目立ち、タ

ケ亜科やウシクサ族なども認められる。また、イネ属がほぼ連続して検出さ

れ、特に Loc.40の試料番号 5や試料番号 4では検出個数が多くなる。

Loc.40の試料番号 2～ Lx)c.9の試料番号 2では、ヨシ属が減少し、タケ亜

科の産出が目立つ。また、イネ属がほぼ連続して認められる。

(6)樹種同定
試料はいずれもトネリコ属に同定された。主な解剖学的特徴を以下に記す。

・ トネリコ属 (ご{蕊 口0モクセイ科
環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。道

管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独または 2個が複合、複合部はさら

に厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は小型で密に交互状に配列する。放射

組織は同性、 1ん 3細胞幅、 1～ 20細胞高。

4.考察
(1)調査地点の堆積環境
珪藻化石群集を主体とした微化石の層位分布に基づいて、調査地点の堆積環

境の変遷について述べる。微化石分析は、堆積物全層準について実施していな

いことや、堆積物の層相からみて化石帯として捉えることは堆積環境を単純化

する恐れがあるので、ここではなるだけ単層単位で解析を行なった。

・Loc.70試料番号 20。 17層準

両層準からは、淡水生の珪藻化石が検出されたが、その保存状態は悪かっ

た。この主な原因としては、堆積後の続成作用により溶解したものと考えられ

る。珪藻殻は、非晶質シリカ (オパールA)で構成されるが、続成作用の進行
に伴いオパールCTに変化する。オパール CTに変化する際には、珪藻殻のほ
とんどは分解することが知られている。また、オパールAか らオパールCTヘ
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の変化は、時間に大きく左右されるものではなく、その堆積層を構成する堆積

物と地層中を移動する水による影響が強いと考えられる。したがって、両層準

の珪藻化石は偏った組成になっているとみられるが、検出された種類の生態性

から、沼沢～湿地などの淡水域で水成堆積した可能性がある。堆積年代は、花

粉化石群集の特徴から次のように推定される。

両層準の花粉化石群集は、針葉樹花粉が卓越することが特徴であった。同様

の花粉化石群集は、本遺跡の西側に隣接する西ノ辻遺跡でも確認されている

(未公表)。 確認されている層準は、約2.5～ 2.1万年前に降灰した姶良Tn火
山灰[AT:町田 。新井,1976 町田。新井,1992]、 1万数千年前前後に降
灰した坂手火山灰[吉川ほか,1986]を挟在する、更新世末期頃の堆積物であ

る。このことと、Loc.70試料番号 17層準から出土した材の放射性炭素年代測

定値が17,820y.B.P,を 示したことから、両層準の堆積時期は更新世末期頃と

推定される。

・Lx〕c,70試料番号 16

本層準は、上記した更新統を覆う砂層である。珪藻化石群集は、汽水生種を

主体に、海水生種、海水～汽水生種を伴う群集からなる。多産した種類は、汽

水生種のN協 訥ね 99ccο neifOrrr施、ザV協訥ねgran口ね物である。両種は、
塩分濃度が12パ ーミル以上の水域の泥底に付着生育する種群の中の一種であ

り、海水泥質千潟指標種群[小杉、1988]と される。随伴した CycFOど cWa

s才河aケa、 CycFoど c」a striatasty′οrumは、内湾で浮遊生活する種であり
[Hustedt,1980]、 内湾指標種群とも呼ばれ[小杉、1988]、 赤潮の形成者とし

ても知られる。

このような群集の特徴から、当時の調査地点は沿岸部の千潟付近に位置して

いたことが推定される。干潟であるため干満の差によって、陸化したり、海水

中に没したりが日常的に行われるために、内湾の浮遊性種群も同時に産出した

ものと考えられる。本層準の堆積年代は、鬼界一アカホヤ火山灰 (K Ah)の

下位層準であることから、6300年前以前となる。したがって、ここでの干潟

は縄文海進期に形成されたものであると推定される。

・Loc,70試料番号 12・ 10

両層準は、約 6300年前に降灰した鬼界一アカホヤ火山灰 (K― Ah)の 前
後層準にあたる。珪藻化石群集は、海水生種・海水～汽水生種を主体に汽水生

種を伴う群集からなる。特徴的な種類は、海水生種の肘ιzscねね Farac∝力、海

水～汽水生種の Cyc′οιe′′a sιrFa協である。これらの種は、いずれも内湾で浮

遊生活する種で、内湾指標種群[小杉、1988]の一種とされる。以上の特徴か

ら、約 6300年前頃には、海水準の上昇に伴い、千潟から内湾の環境へ変化し

ていたことが推定される。

なお、PN180西面で行った、鬼界一アカホヤ火山灰の上位にあたる出土材

化石の放射性炭素年代測定値は、約 18,000年前を示したが、これは下位の地

層からの二次堆積と考えられる。

・Loc,70試料番号 5

本層準では、珪藻化石群集は海水生種・海水～汽水生種が主体であるが、海

水生種の占める割合が高くなる。特徴的な種類は、海水生種のハたなzsctta

力nccοFa、 TFaa′βsttOfacma n打外cttd」es、 倒埼aFとュsゴonema spp.、 海水～汽

水生種のCycFOιeFFa stria協である。このうち、T′ョaFass′οneF99a nfι z5｀訥fdざcs

は、外洋から内湾に浮遊生活する種である。それ以外の種類は、上記したよう
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に内湾で浮遊生活する種で、内湾指標種群[小杉、1988]の 一種とされる。こ

のような特徴から、本層準の時期も調査地点は、内湾の中ではあるが、外洋の

影響を常に受けているような海域であった可能性が高い。

・Loc.70言式料番号 2

本層準では、汽水生種が増加し、海水生種、海水～汽水生種が減少する。ま

た、淡水生種が低率ではあるが無視できないほど検出されるようになる。特徴

的な種類は、海水生種の GttΠ rna′OphOtt Fユ ,aC∬en勉、海水～汽水生種の

CycFOιeFFa ttrfa協一styForum、 汽水生種の肘よzs働力granuFatととである。この

うち、海水生種の Grと2′ュ,maιOp′ ,ο/β macilentと1は海産の付着生種である。基

本的には沿岸性とされるが[小久保、1960]、 海域であれば沿岸から外洋にか

けて広く認められる種である。本種の生育する海域としては、川崎地質littlに よ

る村田川流域の結果によれば、外洋の影響の強い内湾域で多く、陸域の影響が

強まるにつれて減少する傾向にある結果が得られていることから、湾内の低餓

水と外洋水の混じり合うような海域に特徴的に生育する可能性をうかがわせる

種である。それ以外の種群については先述した通りである。以上のことから、

当時の環境は、基本的には内湾の環境にあったと考えられるが、相対的海水準

は低下傾向にあり、後背地域には干潟が認められるようになったと推定され

る。

・Loc,69試料番号 8

本層準では、海水～汽水生種を主体とする群集に変化する。多産した種類

は、内湾指標種群の一種である CycbよJFa ttr,a協 である。当時の環境は、基

本的には、内湾の環境にあったと考えられるが、前時期に比較して、後背地か

らの土砂供給が少ない、安定した環境であった可能性がある。

・Loc,69試料番号 4・ Loc.67試料番号 4

本層準では、海水生種・汽水生種がやや増加する。多産した種類は、海水生

種の Gttm∬了ョaどοphοtt r22覆 cttenど a、 脆 箆ガa suFcataⅢ 海水～汽水生種の

CycFοどc′Fa ttrFatt sty′οru打ユ、汽水生種の肘′zs誠勉 grttn口ね協である。海水

生種の物 raFiα s∬∽すととは、内湾指標種群[小杉、1988]と され、内湾水中を浮

遊生活する種群である。また、本種の多産は、暖かい低餓水を指標すると考え

られているlTanimura、 1981]。 これらの種群の生態性を考慮すると、本時期

も前時期に引き続いて、内湾域の環境であったと考えられる。ただし、淡水生

種の増加や、ガマ属花粉化石の連続した出現から、沿岸部に近かったことが推

定される。

・Loc.67試料番号 1・ Loc.65試料番号 6

本層準の群集は、海水生種あるいは海水～汽水生種が優占的な群集であり、

内湾の指標種群が増加する。多産した種類は、海水生種の Gra口 r?aattOpFaο盟

r,ュょ激如よとこ、虎 rιュ′ia suFca勉、海水～汽水生種のQ廷わよcね Sttatt sty′ Orum、

汽水生種の NitzscFaね gran u′ataである。特に Gramma′ Op′lοr∂ ィェュacileュュ勉

は著しく増加する。本種の生育場所等については前述の通りであり、内湾中に

おいて外洋水の流入時期に増加する傾向にあると考えられる種である。一方、

同様の変化は、本遺跡南方に位置する池島遺跡でも、ほぼ同標高で確認されて

いる[井上,1996]。 層序対比は充分でないが、海退期における地域的環境変

化である可能性がある。

当時の調査地点は、基本的には内湾の中ではあるが、外洋の影響を常に受け

ているような海域となった可能性がある。そうだとすれば、相対的海水準は上
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昇したことになる。ただし、本層準から検出される珪藻化石は、いずれの地点

も保存状態が悪く、偏った組成になっている可能性もあり、今後の調査の中で

明らかにしていきたい課題である。

・Loc.65試料番号 3

本層準では、汽水生種が優占するようになる。多産した種類は、汽水生種の

N虚ぉ訥ね grara uねどβ、A伊コanhes breyipes y∂ r.れなcrDeJ′aである。この

うち、Achnanl′ aes ttc、ィェpes yとユr.ねよermediaは 海水砂質千潟群集の一種で

ある。それ以外の種類の生態性は上述した通りである。本時期には沿岸部の干

潟の環境に変化したと考えられる。また、外洋水の影響も弱くなったと推定さ

れる。

・Loc,49言式料番号 13′彰9

これらの層準でも、汽水生種が優占した。多産した種類は、海水泥質千潟指

標種群のN肱 誠ね granuFa勉である。したがって、これらの層準の時期も調
査地点は沿岸部の干潟であったと考えられる。

・Loc,49試料番号 4

本層準は縄文時代晩期～弥生時代前期の黒色粘土層に相当する。珪藻化石群

集は大きく変化し、淡水生種が優占する。多産種は認められず、異なる環境を

示す種群からなる混合群集[堀内ほか、1996]の様相を呈する。混合群集は、河

川の氾濫堆積物などで特徴的に認められる群集であり、当時も同様の環境で堆

積したことが推定される。

また、検出された種類には、淡水域～汽水域など塩分に対する適応性の広い

広域塩性種や陸生珪藻が認められることから、塩性湿地のような環境に変化し

た可能性がある。本堆積物は生物による撹乱が著しく、かつ土壌化しているこ

とから、比較的長い間、地表面として存在し、当時生育していた植物から腐植

が多量に供給されたと思われる。花粉化石でイネ科やカヤツリグサ科の花粉化

石が増加する点や、植物珪酸体でヨシ属の個数が多いことから、当時はヨシな

どのイネ科やカヤツリグサ科が多く生育し、これらによって腐植が供給された

と考えられる。この時期の黒色泥層は、河内平野低地部の遺跡に広く分布する

ことから、このような環境が広範囲にわたって広がっていたと考えられる。こ

の時期、山賀遺跡では、海退によって出現した低地で水田耕作が行われている

[那須,1989]。 本遺跡でもイネ属の植物珪酸体や花粉化石が検出されたが、微

量であることから、水田耕作が行われていた可能性は低く、草地であったと考

えられる。

・Loc.45試料番号 5・ 3

本層準は、弥生時代 H～ HI様式の遺物が出土する河道堆積物である。珪藻

化石群集は、流水性種が多産することが特徴である。このことから、本河道は

流水堆積物により埋没したことが推定される。また、この層準では水生植物の

花粉化石が多くみられるが、これは河道内をはじめ周辺の湿地に生育していた

ものに由来すると思われる。

・Loc.40言式料番号 5 。 4

本層準は、弥生時代後期～古墳時代初頭の黒色粘土層である。珪藻化石群集

は、淡水浮遊性種や止水性種が多産することが特徴である。このことから、当

時の調査地点は、池沼～沼沢地のような比較的安定した環境となったと考えら

れる。また水質的には、産出種の特徴から富栄養水域であったと考えられる。

水生植物の花粉化石の出現状況からみると、ミズワラビ属、サンショウモ、ア
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カウキクサ属などがみられることから、水深は浅く、淀んだ水域であったと考

えられる。また、植物珪酸体ではヨシ属が多量にみられることから、腐植の由

来としてヨシ属などのイネ科草本類が主であったと考えられる。

・Loc,40試料番号 2

本層準は、流水生種が卓越することから、河川の氾濫の影響を受ける不安定

な環境となったと考えられる。これは、砂層からなる層相とも整合する。ま

た、本層準ではハス属の花粉化石が検出された。ハスは、稲作とともに伝わっ

た仏教とともに伝わった、本来自生していたなどの説がある[星川,1987]。 ハ

スは渡来種であるとすれば、今回検出されたハスも栽培に由来する可能性があ

る。

・Loc,21試料番号 7

本層準では、止水性種が増加することから、当時の調査地点は、池沼～沼沢

地のような比較的安定した環境となったと考えられる。

・Loc.2垢式料番号 3 ・ 2、 Loc。 8試料番;許 8、  Loc.20言式料番1許 3 ・ 1

これらの層準の珪藻化石群集は、流水性種が多産することが特徴である。い

ずれの層準も流水環境で堆積したことが推定される。

このように、古墳時代以降、中～近世にかけての堆積物は、基本的には河川

作用により堆積したものとみられるが、池沼の環境が拡がる時期も数回存在し

たことが推定される。このような池沼の環境は水位の上昇を示すものである

が、その地形変化については、未だ良く分かっておらず、今後の課題となる。

これらの堆積物を通じて、花粉化石群集では草本花粉が主体であることか

ら、低地は草本主体の植生からなり、水生植物の花粉化石も多いことから、常

に湿地的環境が続いていたものと思われる。また、栽培種のソバ属やイネ属の

花粉化石が検出され、特に上位に向かって増加傾向を示すことから、時代が新

しくなるにつれて、栽培が盛んに行われるようになった、あるいは耕地が拡大

した可能性がある。

・Loc.9言式料番号 8 ・ 4 。 2

これらの層準は中～近世の井路内の堆積物にあたる。井路内堆積物下部の試

料番号 8層準では、止水性種が多産した。このことから、当時の井路内は池沼

のような比較的安定した水域環境であったと考えられる。井路内堆積物上部の

試料番号 4・ 2層準では、流水性種が多産することから、河川の氾濫や流水の

流入より井路が埋没していったことが推定される。

(2)森林植生
今回の調査地点で得られた木本花粉化石の層位分布に基づくと、周辺の森林

植生は古い時期よりI期～ VI期の森林期に区分される。各期の古植生を以下

に述べる。

・I期

Loc,70試料番号 20。 17の堆積期が相当する。年代は、先述したように更

新世末期頃と推定される。花粉化石群集は、針葉樹が卓越し、他の種類がほと

んど検出されないのが特徴である。本遺跡の東側に隣接する西ノ辻遺跡では、

同様の花粉化石群集がAT層準から阪手火山灰までの間の層準で確認されてい
る (未公表)。 これらのことから、最終氷期最盛期以降の生駒山西麓には、マ

ツ属単維管束亜属、トウヒ属、モミ属、ツガ属を中心とした単調な針葉樹林が

分布していたことが推定される。このような植生が存続し得た理由は、気候要

因の他に土地的条件の制約も強く受けていた可能性がある。
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・H期
Loc,70試料番号 16～ bЭc.69試料番号 8の堆積期が相当する。花粉化石群

集は急激に変化する。I期で多産した針葉樹の種類は低率となり、落葉広葉樹

のクマシデ属一アサダ属・コナラ亜属・ニレ属―ケヤキ属・エノキ属―ムクノ

キ属、常緑広葉樹のアカガシ亜属が多産するようになる。この急激な変化はI

期とH期の間の層準で時間間隙が生じていることを示している。

本時期には、上記したように内湾の拡大メ司にあたり、気候的には最も温暖化

した時期である。当時の内湾周辺地域には、冷温帯～暖温帯に分布する樹種か

らなる樹種構成の豊富な森林が成立していたことが推定される。

また、本時期には、花粉化石群集の層位変化から、照葉樹のアカガシ亜属が

分布域を拡大し、逆に落葉広葉樹は分布を狭めていったと考えられる。大阪平

野では、落葉樹林が優勢な時期から照葉樹林が優勢になる時期への移り変わり

は、アカガシ亜属とコナラ亜属の花粉出現率が逆転するアカホヤ火山灰前後で

あると指摘されている[前田,1984]。 今回の調査結果でも同様な傾向が認め

られるが、そこで指摘されているようにアカガシ亜属が卓越するようになるの

は本地点の場合、アカホヤ火山灰降灰後、ある程度の時間が経ってからであ

る。

本時期の上限の年代は不明であり、今後の年代学的検討が必要であるが、生

駒山などの植生変遷を捉える上で重要な結果といえる。

・IH期

政)c.69試料番号 4～ Loc.49言式料番号 9の堆積期が相当し、調査区が内湾か

ら千潟へ変化する時期にあたる。花粉化石群集は、照葉樹のアカガシ亜属が卓

越することが特徴である。このことから本時期には、周辺山地でアカガシ亜属

を主体とした常緑広葉樹が分布拡大し、鬱蒼とした照葉樹林を成立していたこ

とが推定される。当時の森林構成要素には、シイノキ属、ヤマモモ属、マキ属

などいわゆる「照葉樹林」要素が認められたと思われる。

照葉樹林は、上記にあげた種類の他、クスノキ科やツバキ属も重要な要素と

してあげられる。ただし、クスノキ科は花粉外膜が極めて薄く[Fegri&

Iversen,1975]、 化石としては検出されない。また、ツバキ属は虫媒花で花

粉生産量が低く、花粉分析では実際の生育量よりは過小に評価される可能性が

高い。花粉分析では、クスノキ科は検出されておらず、ツバキ属も微量しか

みられないが、これら2種類も当時の森林の重要な種類となっていたと考えら

れる。

本時期の植生は、本時期以降顕著となってくる人為的植生干渉の影響を強く

受ける前の自然度の高いものであったといえる。

・Ⅳ 期

Lx)c.49試料番号4～Loc,40言式料番号 7の堆積期が相当し、調査区が陸域に

変化する時期にあたる。出土遺物から縄文時代晩期～弥生時代頃と推定され

る。

本時期の花粉化石群集は、マツ属、スギ、モミ属、ツガ属、コウヤマキ属、

などの温帯性針葉樹の種類が微増あるいは増加することが特徴であり、前時期

に卓越したアカガシ亜属は減少するものの依然として高率を占めている。この

ことから、本時期の植生も基本的にはアカガシ亜属、シイノキ属を中心とした

照葉樹林であつたと考えられる。また後背山地上部を中心に温帯性針葉樹の種

類が分布域を拡大したことが推定される。
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本時期の特徴でもある温帯針葉樹林の増加は、大阪平野とその周辺地域の花

粉分析結果でも確認されている。例えば、泉北丘陵下位に位置する堺市の小坂

遺跡[パ リノ・サーヴェイ株式会社 :1992,鈴木 :1992]、 河内平野中央部に
位置する東大阪市の宮ノ下遺跡[辻本ほか,1996]な どが挙げられる。本遺跡
第 35-1次調査の花粉分析結果[金原正明・金原正子,1997]でも認められてい

る。したがって、本変化は局地的な植生の変化を示すだけでなく、地域的な環

境変化に起因する変化とみることができる。この変化の原因としては、気候の

冷涼化[前田 ,1984]、 降水量の増加[那須 ,1989]な どが考えられているが、そ

れらに伴う土地条件の変化も要因として考えるべきであろう。

また、本時期後半に顕著になるマツ属の増加は、自然環境変化だけでなく、

人為的な植生破壊による影響の可能性がある。

・V期
Loc.40試料番号 5～ Loc.8試料番号 8の堆積期が相当する。時代観は、出
土遺物から弥生時代末から中世の頃と推定される。花粉化石群集は、マツ属の

増加、草本花粉の増加、栽培植物の出現が特徴である。

本時期も基本的には照葉樹林であったとみられるが、分布は狭まり草地が拡

大したと推定される。草地の拡大は、堆積環境のところで述べた、「低地での

水位上昇にともなうヨシの繁茂」とも関わっているだろうが、その時期が終

わっても増加の一途をたどっている。このような傾向は、大阪平野で行われた

花粉分析結果において普遍的にみられる傾向である。栽培植物 (イ ネ属・ソバ

属)の増加は、周辺での生業の拡大に起因すると思われる。これにともなって

山野が開かれて、草本類が増加したと考えられる。またマツ属の増加は、人間

の生業に伴う植生干渉の結果、マツの二次林や植林が増えた結果であると考え

られている。

これと同じように、弥生時代～古墳時代にかけては、生業の変化に伴い、各

地で植生改変が起こったことが、各地の発掘の成果から明らかになっている

[辻 ,1993]。 京都府の巨椋池堆積物の例をみると、花粉分析からみた人為的

な植生変化の過程として、マツの漸増がまず最初に起こり、そのあとイネ属の

割合が増加し、ついでアカガシ亜属が減少するという[岡田,1997]。 今回の

例では、アカガシ亜属の減少はマツ属の漸増よりも以前から始まっているし、

イネ属の増加は、カシ類が減少してからかなり後である。各地で人間の生業が

活発化したことに伴う植生改変の過程は、地域によって若千異なっていること

が推測されている[辻 ,1993]。 これは地形発達や生業の状況などに起因する

と思われ、同一時間面でとらえることができれば、人間と植生変化との関わり

の地域差を知る上で、重要であると思われる。

・Ⅵ 期

Loc.20試料番号 3～ Loc,9試料番号 2の堆積期が相当する。遺物の出土状
況から中・近世と推定される。花粉化石群集はマツ属が優占することが特徴で

ある。前時期で起きた人間の植生干渉の影響がより顕著になり、二次林として

のマツ林が分布域を拡げたことが推定される。イネ属、ソバ属などの栽培植物

由来の花粉化石が連続して出現することから、栽培が盛んに行われていたこと

が示唆される。
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種

1lnocyc ergus e ren

Actinocyctus chrenbergii var  crassa 〈W Smith)Hustedt
Actinoptychus senarius (Ehr )Ehrenberg
Amphora marina W Smith
Aulacodiscus sp
Auliscus caelatus Bailty
Auliscus spp
Bacteriastrum varians Lauder
Bacteriosira spp
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表 9 植物珪酸体分析結果



VIIは とめ
今回の調査の結果及び自然科学分析の結果をまとめてみたい。

調査で掘削した最深部には、最終氷期最寒冷期に相当する約 18000年前あ

るいはそれ以前の堆積層 (以下基底層と呼ぶ。)が認められた。
基底層上面の標高は恩智川の西側 トレンチでT,P.-7.3m、 東側のトレンチ

でT,P.-6.3mを計り、西側と東側との標高差は約 lmでぁる。2つのトレン
チ間の距離は約 100mぁ る。この標高差は現地表面の標高差とほぼ同様の数
値を指している。珪藻化石の分析から調査地点の当時の堆積環境は淡水の沼沢

～湿地で有機物が堆積しやすい環境にあったと考えられる。また花粉分析の結

果、ケヤキの他 トウヒ属・マツ属単維管束亜属・モミ属等針葉樹が卓越してい

たことがわかった。

基底層上面は不整合面をなし、それより上位の堆積層からアカホヤ火山灰堆

積層下位の堆積層 (およそT,P,-7.8～ T,P.-6.3m)は、汽水生種や海水泥質

千潟指標種群の珪藻化石が多産した。このことは海水と淡水の混じる環境下で

堆積したことを示しており、縄文海進による汀線の拡大[那須・樽野 1981]を

裏付けている。層中よリコナラ属アカガシ亜属・コナラ属コナラ亜属・ブナ

属・クマシデ属―アサダ属・エノキ属―ムクノキ属等の花粉化石が顕著に見ら

れ、照葉樹が卓越し、気候の温暖化が進んだことが示唆される。

T,P.-6.3～ T,P.-2m付近までの堆積層は、珪藻化石の分析の結果、汽水生

種・海水生種の珪藻化石が顕著にみられることから、汽水から海水の湾内で堆

積したことがわかった。

それらの堆積層のうちT.P,-6.3～ T,P.-5,9mに は約 6300年前に九州南方

鬼界カルデラを供給源と考えられているアカホヤ火山灰が降灰し浅海に堆積し

た。出土した花粉化石はコナラ属アカガシ亜属・コナラ属コナラ亜属・ニレ

属―ケヤキ属・エノキ属―ムクノキ属が顕著で、若千の植生は変化するものの

基本的には前代同様照葉樹林が発達していたものと考えられる。

火山灰堆積層の上位の堆積層から、ウミガメやサメと共に鯨類の骨が出土し

ている。またT,P.-4.5m付近の層中からは、サヌカイト製石器 (横形削器)や

剥片とともに、石器製作に使用されたと考えられる、鹿の角が出土した。

T,P.-6,3～T.P.-2m付近の堆積層はアカホヤ火山灰の上位にあり、縄文時

代中期末の遺物包含層に挟まれていることから縄文時代前期～縄文時代中期後

半 (6000年～ 4500年前)頃に堆積した海成堆積層と考えられる。この時代
の人為的な遺構は今回の調査では検出できなかった。しかし、調査地から約

500m東で海蝕崖が検出され、崖の直下から前期の遺物を検出している[藤城
1996]。 調査を担当した藤城は検出した遺物の状態から、海蝕崖の極めて近い

場所に集落の存在を想定している。

T,P,-2m付近からT,P.-lm付近までの地層で産出された花粉化石から復元

できる植生は、下位で復元した植生と大きな変化は見られない。一方珪藻化石

から見ると汽水生種の珪藻化石が顕著に見られることから再び汽水域になった

ことがわかる。堆積の時期は、層中に縄文時代中期末の遺物を包含し、縄文晩

期～弥生時代前期の黒色粘土層に覆われることから縄文時代中期末 (約 4000

年前)～縄文時代晩期以前 (約 3000年前)の時期に堆積した層であるといえ

る。梶山。市原両氏が復元したほとんど淡水化した河内潟と全くの海水の河内

湾 IIの時代[梶山・市原 1984]の 間に、汽水域が広がったことを今回の分析結

果は示している。
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調査では、上述したように遺構の検出はなく、数も少ないが縄文時代中期末

の特徴をもった土器が出土している。このことから、場所の特定はできないが

調査地周辺には、前代に引き続いて人間が生活していたことがわかる。現在調

査地周辺で縄文時代中期の遺物が出土した遺跡は、鬼虎川遺跡を初め、神並遺

跡。西ノ辻遺跡・馬場川遺跡。段上遺跡等であるが、馬場川遺跡で遺構を確認

した他は遺物のみの出土であり、集落の存在を裏付ける遺構の検出はない。

縄文時代晩期～弥生時代前期の黒色粘土層 (T,P,-lm付近)は、堆積後 (お

そらく弥生時代前期)に大きな地震に見舞われ変形構造をとどめた。この堆積

層に相当する黒色粘土層は、東大阪市各地で確認されており、地震による変形

構造も同様に認められる[松田 1996]。 珪藻化石は、この層以浅から完全な淡

水域になったことを示している。またこの層中より、ヨシ属の珪酸体や、イネ

科、カヤツリグサ科の花粉化石が多く検出されることから、ヨシやカヤツリグ

サなどが生育する湿潤な湿地状の環境下でこの層が堆積したことがわかった。

PS129で検出した落ち込みは、若千時期が下るがおおよそこの時代に相当

する遺構である。今回の調査トレンチの大きさでは遺構全体の規模を把握する

には至らず、性格を知る手掛かりは少ない。しかしこの落ち込みは、西に隣接

する鬼虎川遺跡第 20,21次調査や同じく27・ 28次調査でもその続きが検出

されており、特に21次や 27・ 28次調査では、落ち込み内に縄文時代晩期と

弥生時代前期の遺物が共伴する貝塚がつくられていたことから、縄文時代晩期

～弥生時代前期以前の時期にはすでに存在し、集落の一部 (共同のゴミ捨て

場)と して利用していたことがわかっている。

今回検出した落ち込みは、堆積物の状態から植物遺体が多く、滞水した状態

で堆積した事がわかっており、ある程度の広がりを持ち、遺構内に貝塚の存在

が確認されていることから考えると、ある種の区画溝としてつくられた可能性

も考えられるが、あくまで推測の域を出ない。

縄文時代晩期～弥生時代前期の黒色粘土層上位からT,P.± Om付近までは

弥生時代中期に相当する。

PS129ではこの時期の流路が、前述の落ち込みと同じ方向で発達している

ことから、落ち込みの凹みを利用して流路が形成されたものと考えられる。ま

た、前述した隣接する調査区でもこの流路の続きが検出されている。

T.P.± Om付近にある黒色粘土層は弥生時代後期に相当 (以下後期黒色粘

土層と呼ぶ)する。PS129で検出した後期黒色粘土層からは、多くの弥生時

代後期の遺物が出土したが、遺物の異存状態は非常に悪い。

後期黒色粘土層が堆積した後 (おそらく古墳時代)に、大きな地震に見舞わ

れる。この時期以降 12世紀までの間の堆積層から検出した、花粉や珪藻化石

からはヨシなどが繁茂し、ミズワラビ属やサンショウモ・アカウキクサ属がみ

られ水深浅く、滞水し淀んだ水域であった事がわかつた。

T,P,± Omの上位で古墳時代から奈良時代に相当する堆積層からは、遺物

が若千出土したものの遺構は全く検出されなかった。出土した遺物は、6世紀

後半の特徴を持った須恵器が数点と「不日同開弥」が2点である。上述したよう

に、この時代も滞水した水域であった調査地周辺は、人々の活動域ではあった

ようであるが、集落等直接人々の生活の場としては使用されていない。ただ

「和同開弥」の出土は、調査地周辺に「和同開弥」を所持することを許された

機関・官人・寺院などの存在を想起させる。

T,P,+0.5m付近より上位で現地表面 (T.P,+4m付近)までの堆積層は 12
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世紀以降から現代に相当し、人々は耕作地としてこの地を利用するようになる

が、相変らず水位は高く、河川作用の活発な影響を受ける。また 12世紀から

近世にかけての時期は、たびたび自然災害の被害を被っていたようである。堆

積層からは、幾度となく土砂が耕作面を覆い、大型の地震の爪跡が顕著にみら

れる。今回の調査では、直接人々の生活にかかわる遺構は検出されなかったた

め、それらの地震によってどのような被害を受けたものかは定かでないが、文

献などにみる以下に推定した地震による被害は甚大なものである。

断定はできないものの、今回検出した地震を出土遺物・層序対比などからお

およそ次のように推定した。列記すると、弥生時代前期・古墳時代 。1861年

(正平 16年 )・ 1510年 (永世 17年 )。 1596年 (慶長元年)・ 1662年 (寛文 2

年)である。
最後になったが、PN130で検出した大きな溝について見てみると、溝 I・ 溝
H・ 溝 HI内の堆積層からは、分析の結果ソバ属やイネ属など栽培種の花粉化

石が豊富に含まれていることがわかった。このことからこれらの溝はともに耕

作に伴う溝であり、15世紀に初めて溝Hが掘削されてから、17世紀に廃絶す
るまでの間に何度か掘り直しがおこなわれ維持管理されていたことがわかる。

またこの周辺ではイネやソバなどが栽培されていたことがわかった。

上記の溝が掘削され、廃絶するまでの期間は約 250年にわたり、廃絶後の

最終形態はハス田となる。調査地内での乾田化は近代以降である[松田1997]。

この溝は、地下水位を下げ、耕作面の排水を行う目的で掘削されたと考えられ

ることから水位の高い土地で耕作活動を行うために編み出された低湿地農耕の

工夫の一つであろう。

今回この報告書を作成するにあたり、東大阪市教育委員会文化財課課長代理

原田 修 。同主査若松博恵・同主査菅原章太 (1隕不同・敬称略)には多大なご
教示を頂いた、文末を借りて感謝申し上げます。
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2.I(Ahの 火山ガラス
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図版62 上士藻化石 (4)
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図版64 珪藻化石 (6)
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16b
50 μ m

(1,2)

1.モ ミ属 (Loc.20:3)

&マツ属複雑管束』i属 (Loc。 20;3)
5.ソバ属 0,oc.20,3)

50

3-6)

を.ツガ属 (Loc.20i3)
4.ミ ズアオイ属 (Loc.20,3)
6.ニレ属―ケヤキ属 (しoc.20:3)

図版65 花粉化石 (1)



や
tl ,

1４
ザ

。．す

Ｆ
，

ヽ

　

　

　

も
　

　

ヽ
　

　

ミ
．

一

．
″

∵

■
'

代
113aI

軋 vl倉
15al

5() m

7.カキ属 (Loc.20,3)
9,オモダカ属 (Loc.20:3)
‖.カヤツリグサ科 Q.oc.20,3)
13.ガマ属 (Loc.40i5)
15,コ ウヤマキ属 0,oc.20i3)

113b

15b

8。 アカガシ亜属 (Loc.20i3)
10。 ヒシ属 (Loc.20i3)
12.スギ属 (と oc.20i3)
i4.コ ナラ亜属 0,oc.90:3)
16.ミ クリ属 Q,oc,40,5)

帯ヽ
■
‐・ ｀`＼

7b7a Ｌ
μ
ド
ギ

●●.●

ざす
°・・

｀

Rヽ
、
Rゝ」
〔4Hド H:i 19a ‐

9b

,

電12

，
日

i14b

116b

0

10 111

・
，

,

〆

＼
14ai

与

16al

L

V

卜 1

ン

区1版66 花粉化石 (2)



|・

う
と
　
　
　
　
　
　
Ｌ

ｋ

μ
i3

ゝ

8

一
・い
洋
ｒ
」
凸
卜
」
ｒ
ｉ
　
杵
．一
６

中

′
ｔｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
７

鐵
,

μL、 _4 5 16

5()μ m
′ . ●

9ｒガ

Iイ ネルi短細1胞H:酸体列 (I´ oc 9il)

3.タケilh科チげ細1胞I士眩体 (I′ oc 70:12)

5`ヨ シ屈短細1胞 Hi酸体 (I′ oc 19:1)

7ススキ屈短細|"包 J士睦体 (1夕 oc.19il)

9.イ チゴツナギillif‖匁,網|1胞 I上睦体 (I夕 oc,70i17)

2.チゴザサ属匁,細 1胞ナl・睦体 (Iィ oc.19il)

1ヨ シ屈欠ア細‖包I士酸体 (I.oc.10,1)
6.ヨ シ屈欠,細‖色封:酸体 (Loc 70i17)
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μl版67 れ14勿二L駿体 (1)
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10イ ネ加i機動紳1胞IL陸体 (I′ oc.9:1)
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図版68 打:物二L駿体 (2)



1.ト ネリコ属 (試料番号①)
a:木日,b:和:日 ,c:板 日 …

200μ nli a
‐‐‐‐ 200μ 酬:b,C

図版69 木材
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